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秘密を抱えた騎士は、初恋の転生乙女を愛しすぎている
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　絶え間なく雨が地面に降り注ぎ、地を駆ける彼の体を濡らす。

　何度目かわからない雷鳴が視界の先で轟いた。そのたびに彼は、びくりと体を震わせる。

　慣れない四本足での走りで時折足が縺れた。泥濘に足を取られそうになって、必死に体勢を立て直し、懸命に前へと進む。

　水溜まりに映る彼の姿は、元の姿である人間の形ではなく獣の形をしている。

　自分がどうして突如として獣の姿に変化したのか、彼にはわからない。

　だが、今はそのことよりも今後のことを考えなければならなかった。これからどう逃げ、過ごすべきなのかを。

　――何故こんな状況になったのか、嘆くことはしない。

　兄を次期王にと推す者が彼のことを煩わしいと思っていたことは、ずっと知っていた。

　しかし父王からはいない者として扱われている自分が王になることはない。そのことを利用して存在感を消し、殺されないように振舞ってきたつもりだった。

　だからこその慢心と言われてしまえば返す言葉はない。

『……ッお逃げください、アロイス様！』

　だが、みすみす死んでやるつもりはなく、どんな姿になろうと逃げ、生き延びようと彼は決めていた。

　でなければ、命を張って敵の前に出た騎士の勇気を否定することになるからだ。

　ぎりと奥歯を噛んで、彼は果ての見えない道を進んだ。






　彼の名は、アロイス・ルヴィエ。大国ルヴィエ国の第二王子として生まれ、今でこそ獣の――狼の姿をしているが、つい先ほどまでは正真正銘人間の姿をしていた。

　母はルヴィエ国・現国王の側妃だったが、アロイスを生んだときに元々体が弱かったこともあり、亡くなっている。だが、その所為で母のことを愛していた父からは愛を与えられることはなく、それどころかいない者のように扱われた。

　今よりもまだ幼かったころは、どうしてそのような態度を取られるのかわからず、悲しく、苦しい思いを抱いていたように思う。

　そんな中で唯一、正妃の子である腹違いの兄だけが拠り所だった。

　兄の母であり、義母の正妃がアロイスのことをどう思っていたのかはわからない。アロイスが彼女と関わることは、ほとんどなかったから。

　しかしアロイスと兄が一緒にいるときに義母と会っても小言を言われたり、兄と引き離されたりしたことはない。

　無関心……ではないだろう。いつも彼女が向けてくる瞳は、戸惑っているかのようなものばかりだったから。

　腹違いの兄と、乳兄弟であり近衛騎士であるジャン・ニヴェール、そして母の使用人だった人たちのお陰で、アロイスは何とか無事に成長した。

　だが、正妃の子であり第一王子でもある兄を競争者なく次期王にしようとした公爵家の放った刺客によって、アロイスは襲撃された。恐らく父と不仲であることも理由のひとつだったのだろう。いてもいなくても変わらない王子。そう見做されていたから。

　今回の計画の主犯である公爵は、王になった兄に自らの娘を迎えさせ、自身の権力を高めて実権を握ろうと考えたらしい。

　父は視察で城を出ており、兄は半年前から隣国へ遊学しており、城にはいない。

　その所為で騎士の数が平常よりも少なく、その隙を狙われたのだ。

　その日は奇しくも、アロイスの十三歳の誕生日前夜だった。

　雷とひどい雨で眠れず、アロイスは近衛騎士のジャンと一緒に城内を散策していた。

　天気が良ければ庭に出られたのだろうが、この悪天候ではままならない。外から聞こえてくる雷雨の音に交じり、ふたり分の足音が廊下に響く。

　いつもならカーテン越しに窓から月の光が入り込んでくるのだが、今日は雷雨の所為で入り込む光はなかった。

　だからこそ刺客はこの日を襲撃の決行日にしたのだろう。仄暗く、その所為で姿を隠しやすく、気配も雨に紛れる。

　ゆえに、彼らも気付くのが一拍遅れた。

「アロイス様……っ」

　突然鋭いジャンの声がして突き飛ばされたと思うと、アロイスの目の前に火花が散った。ジャンの剣と闖入者の刃が交差している。

　窓の外で雷が鳴った。窓から入り込んできた稲光に照らされ、その人物の姿がアロイスの目に映る。

　闖入者は全身を黒で覆っていた。恐らく体格からして男だろう。顔も黒で覆われていたが、唯一こちらを見据えてくる感情の籠もらない瞳にアロイスはぞっとした。

　恐怖が心の中に湧き上がり、背中が震える。恐ろしさからか、足元に力が入らない。

　雨音と雷鳴に劣らない、剣が交わるけたたましい金属音が響く。

　ジャンは年若いが、武に長けた一族に生まれたこともあり、幼少から剣の腕を磨き、その腕は優れている。しかし視界が良好でないこと、雷雨の影響、アロイスを庇いながら剣を振らなければいけないと言うこともあり、ジャンは防戦一方だった。

　アロイスはただ、その光景を見つめるだけしかできない。飛び込んでいく方が余程邪魔になるとわかっていたからだ。

　だが、後退した闖入者の目がアロイスに向いた瞬間、ジャンの鋭い声が再び廊下に響き渡った。

「……ッお逃げください、アロイス様！」

　その声にアロイスははっと我に返る。

　直後に鋭い金属音が聞こえてきて、床をナイフが転がっていくのが見えた。闖入者が投げたナイフがアロイスに向かって放たれ、ジャンが辛うじて叩き落としたのだ。

　背後に庇われながら、アロイスはジャンの背中を戸惑いがちに見上げる、

「で、でも、ジャンが……っ！」

「私のことは、構いません！　あなたさえ無事でいてくれれば……っく」

　再び鋭利な刃が打ち込まれる。

　ジャンはそれを剣で受けるが、辛うじて致命傷を避けるのが手一杯のようだった。

「いいから早く！」

　鋭いジャンの声に、アロイスはもたつく足を必死に動かし、立ち上がる。そして意を決して、その場から駆け出した。

　背後で切り結ぶ金属音が何度も聞こえる。

　解れそうになる足を必死に動かし、逃げ場所を探す。

　――逃げて、どこに助けを求めればいい？

　走りながら自分に問いかける。答えは、出なかった。

　信頼できる者は一部の者だけ。だが、アロイスの頭に浮かんだのはかつて母の使用人だった者たちや、ここにはいない兄の顔だった。

　それ以外で信用のできる、ジャンを助けてくれそうな人――と考えても、聡いとは言え、まだ幼いアロイスには何が正解なのか判断し切れない。

　がむしゃらに逃げて、扉を開ける。その先は中庭に続いていた。外は土砂降りの雨が降り続けていて、この中で外に出れば確実に濡れ鼠だ。

　だが、アロイスは躊躇わず飛び出して、植木の陰に姿を隠した。

　雨が体を打つ。服に染み込んだ雫が素肌を冷やしていった。

　――怖い。

　瞼の裏に蘇る、交差するぎらりと光る刃。

　――怖い。怖い。

　男の冷たい、感情のない瞳。

　――怖い。怖い。怖い。

　体が震える。それは寒さなのか、恐怖からなのか、もうわからない。

　歯が噛み合わず、かちかちと鳴る。呼吸が整わず、ひどく苦しい。

　――死にたく、ない。

　頭上から降り注ぐ雨に混じって、目から涙が零れ落ちる。

　――死んで、たまるものか……！

　恐怖の中でそれでも強くそう願ったとき、心臓がどくりと高鳴り、急に体が熱を帯び始めた。

　苦しくて地面に蹲ったら、自分の体が小さくなっていくように感じる。そして気付くと、水溜まりに映る自身の姿は犬――ではなく、狼に変わっていた。

　驚いたのも束の間、剣の交わる音と人の声がどこかから聞こえてくる。恐らく闖入者と、ジャンが剣を交えている音だ。どうやら動物になった所為で、聴力が強化されたようだ。

　この姿なら油断を誘えるかと考えたが、あの瞳を思い出して、きっと躊躇なく切り捨てられるだろうと結論付ける。何より逃げろと言ったジャンの声が思い出されて、足を踏み留める。アロイスがするべきなのは、戻ることではなく、逃げることだ。

　だが、どうやってここから逃げ出すのか。

　そう思ったときに思い出したのは、ジャンからいざというときのためにと教わっていた隠し通路の存在だった。

　雨の中を駆け、泥まみれになりながら隠し通路を使い、城を抜け出す。

　――最後に、少しでもジャンのためになるようにと願いながら、遠吠えをひとつ、響かせてから。






　そしてアロイスは城を抜け出し、果ての見えない野をひたすら駆けた。

　この悪天候では、人どころか獣も外には出たがらない。

　激しくなっていく雷雨の中、時折樹木の虚で休息を取りながら、ただここで死ぬわけにはいかないという思いだけでアロイスは駆け続けた。

　嵐が止み、晴れ間が広がる。

　空が明るくなり、再び闇夜が訪れても、アロイスは終わりのわからない道をひたすらに進み続けた。

　獣に襲われそうになったら、ひたすらに逃げて、木の実で空腹を満たした。時間の感覚も日にちの感覚も失い、方向感覚すらわからない。慣れない体に鞭を打ったが、限界だった。

　進み続け迷い込んだ森の中で、やがてアロイスは獣用の罠に引っかかってしまった。

　足掻けば足掻くほど、罠は挟み込んだアロイスの足を締め付ける。

　太陽が昇り、木々の間から光が差し込む。草むらがかさりと音を立て、そこから現れたのは、ひとりの少女だった。

「……大丈夫？」

　足掻くアロイスの上に小さな影ができる。言葉が返ってこないことはわかっているはずなのに、少女はそう言ってアロイスの傍にしゃがみ込んだ。。

「犬……？　うーん……でもそれにしては、顔付きが……シベリアンハスキーとか、その辺の犬種かな……」

　ぼそぼそ呟きながら、彼女はアロイスの足を噛む罠を外してくれた。

　抵抗したかったが、酷使された体は言うことを聞いてくれず、少女の為すがままになる。

　そしてそっと抱き上げられ、彼女が住んでいると言う小さな家に連れて行かれた。

「お母さーん、犬が罠に引っかかってたよ。可哀想だから拾ってきた！」

「あら。……うーん、フィオナ、この子は犬じゃなくて狼ねえ」

　おっとりと、少女の母だという女性が笑う。

　どうやら少女は母親とふたりで暮らしているらしい。

　ふたりの話から、ここがアロイスの母国ではなく、その隣国であることを知る。

　そして少女は、泥だらけ、傷だらけのアロイスを湯で洗い、傷の手当てまでしてくれたのだ。

　だが、いくら優しく世話をされても、アロイスにはその優しさが信じられなかった。始めのころは動けないこともあって為すがままにされていたが、少しずつ怪我が治ってくると、彼は抵抗するようになった。

　手加減をしてではあるが親子を噛もうとしたし、何度も少女の手に傷を付けて逃げ出そうとしている。

　だが少女は諦めず、根気よくアロイスの抵抗に付き合い、ごめんねと言いながら傷の手当てをしてくれた。宥めるように優しく撫でて、大丈夫だと囁かれる。

「怪我治ってきてるって。良かったね」

　この小さな村には獣医はいない。だが人を見る医師は巡回に来るようで、その医師から順調に回復していると告げられた少女は、アロイスを見つめながらそう言って微笑んだ。

　――信じられなかったはずなのだ。

　気付けば、お節介な少女と、おっとりとした彼女の母親に絆されてしまっていた。

　傷が完治するまで。

　動けるようになるまで。

　――人間の姿に、戻れるようになるまで。

　そう思っているうちに、アロイスがこの村に来てから一年が経過していた。

　とっくに傷は完治しているし自由にも動ける。人の姿に戻ることも、できるようになっていた。

　だが、城では与えられなかった安らぎや人の温かさを教えてくれたこの家からは離れがたかった。

　けれど、このままではいけないことも同時にわかっていた。






　――アロイスが自分を城から逃がしてくれた近衛騎士ジャンと再会したのは、そんなときだった。

　夜半、感覚を忘れないために母娘の家から少し離れた森の中で人型を取っているときに気配を感じ、敵襲かと構えたアロイスの前に現れたのがジャンだったのだ。

　アロイスが逃げたあと、ジャンは防戦一方ではあったものの、必死に抵抗していた。だが暗殺に関しての腕前は相手の方が上で、隙を突かれた際に片目を失ってしまったという。

　だが、いくら兵の数がいつもより少ないと言っても城内を見回る兵はいるし、不穏な剣の音がしたら疑問に思う。

　加えて、巡回の兵が狼の遠吠えを聞き、不思議に思ったため、仲間と城内を捜索した。

　そこで血塗れのジャンと黒衣の闖入者の姿を目にし、すぐに助けを呼んだ。だが闖入者は騎士に囲まれる前に逃げてしまい、捕らえられなかったそうだ。

　ジャンは血の流し過ぎでしばらく寝込んだが、目覚めてすぐにアロイスが城内にいないことを聞いた。そして体が動かせるようになってすぐに、アロイスを探すために動いた。

　しかし城内に、アロイスの行き先の手がかりはない。しかし考えられる最悪の事態に繋がる証拠もない。生きているのか死んでいるのかすら、わからない。

　王にも訴えたが、数日兵を出しただけで本腰を入れての捜査をされることはなかった。

　せめて生死だけでもわかれば――。

　そう思いながらジャンは縋るように訪れた隠し通路に、不思議な獣の足跡が残っていることに気付く。

　そして思い出したのは、兵から聞いた狼の遠吠えの話と、母からかつて聞いた話だった。ジャンの母はかつて、側妃――アロイスの母のことだ――付きの侍女だったのだ。

　アロイスの母には、夫にも言わず、口の固い信頼できる使用人以外には生涯隠していたことがある。彼女の片親は代々、獣人――狼族の血を引く家系だと言うことだ。その血は女には作用せず、男にのみ受け継がれる。

　獣人の血を引いた男児は、物心付くころにその身を狼に変えることができるようになるのだ。

　その話を思い出したジャンは、もしかしたらの可能性に賭けることにした。母からより詳しい話を聞き、自身でも獣人のことについて調べながら、アロイスを探していた。

　そんな折、ジャンの耳に珍しい金毛黒目の子どもの狼がいるという話を耳にする。そして休みを取り訪れたこの村で狼姿のアロイスを見つけた。

　どう声を掛けようかと思っていたところに、誰もいない森で元の姿に戻るアロイスを見つけ、思わず声を掛けたのだという。

　アロイスはジャンから話を聞かされ、自分の体に流れる血のことを初めて知った。そして体が変化した理由に納得した。

　守れなかったことを詫び、アロイスが生きていたことを泣きながら喜んでくれたジャンに、アロイスは申し訳ない気持ちになる。心なしか、襲撃のあの夜よりもやつれている気さえする。

　帰りましょう、と膝をついたジャンにアロイスは思わず迷った。脳裏に、母娘の姿が過ぎる。少し待って欲しいと伝え、アロイスは母娘の住む家へと帰る。

　娘の隣に潜り込み、じっと少女を見つめていると身動ぎをして、ゆっくりと少女の瞳が開いた。眠気眼な瞳と目が合う。

「……どうしたの？」

　舌足らずな声で問い掛けられる。ぐりぐりと頭を摺り寄せると、アロイスの背中を少女は寝ぼけながらふにゃりとした笑みを浮かべ、そっと撫でてくれる。

　――この優しさを、温かさを失いたくない。

　だがこのまま彼女の、彼女たち母娘の温かさに浸りながら生きていたいと思っても、それはできない。

　そして、自身を助けてくれた少女に心惹かれていると気付いても、この想いは叶わない。

　想いを押し殺して、アロイスは母娘が寝静まった夜遅くにふたりの元を後にした。

　最後に人の姿に戻り、少女の額にひとつ、彼女の幸せを願う口付けを落としてから。






　アロイスが一年ぶりに国に戻ると、やはり父は興味がなさそうに何も言葉を掛けてはくれなかった。ただ兄は、強い抱擁と一緒に喜んでくれた。

　襲撃を計画した主犯の公爵家の当主は、裏が取れ、第二王子暗殺の罪で処分されたのだという。兄が笑顔でそう教えてくれた。

　公爵は、兄が愚鈍な人間であると決め付けていた。だからこそ政権を握れると勘違いしたのだろう。

　だが、本当の兄は愚鈍どころか冷酷で、そのことを知っていたのなら公爵はそんな行動には出なかったはずだ。

　どんな処分を言い渡したのか、アロイスはあえて聞かなかった。聞かずとも、彼の公爵家が今はもうないという話だけで推測することができたから。

　しかし気がかりなことがひとつ。アロイスを襲い、ジャンの目を抉った闖入者は、未だに見つかっていなかった。兄も話を聞き行方を追ってくれたそうだが、どこへ行ったのか、何者なのかすら、消息が掴めなかった。






　――襲撃され、アロイスが城を飛び出したあの日から十年が経った。

　十年という間に国もまた、大きく変わった。

　父が病で亡くなり、兄が新たに王となった。アロイスは自身が王の器でないことは十分わかっていたから、素直に喜んだ。

　そしてアロイスは、再び隣国の土を踏んでいた。

　今度は狼の姿ではなく、成人した人間の姿で。

　兄に無理を言って掴み取った隣国への使者の切符。

　一番は兄の名代としての仕事だが、彼には別の目的があった。

　別れたあとに気付いた自らの《つがい》をこの腕に抱くため、アロイスは彼女に助けられた懐かしい森を抜け、村に足を踏み入れる。

　そして、やがて見えてきた思い出深い小さな家の扉を叩いたのだった。
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　小鳥の声が鼓膜を擽り、その音で少しずつ意識が覚醒する。

　瞼を持ち上げると、カーテンの隙間から僅かに明かりが差し込んでいるのが見えた。

　目を擦りながら伸びをすると、フィオナはベッドから起き上がる。カーテンを開けると昇り始めた太陽の光が入り込み、温かい。

　――今日も良い天気になりそう。

　そんなふうに思いながらフィオナはカーテンを閉め、身支度を始めた。

　母から譲り受けたワンピースを身に付け、鏡の前に立つ。亡き母が現在の自分と同じぐらいの年に着ていたというそれは、シンプルで着やすく、動き易さも抜群で仕事着にはちょうど良かった。

　鏡の前で、おかしなところがないか確認をしながら、肘までの長さがある黒髪に櫛を通す。そして編み込みを作ると、しっかりと結んで前に流した。

　身支度が終わり、再び鏡を見ると、見返してくる碧眼は先ほどまでの眠気を孕んだものではなくなっていた。

　台所へ向かうと、朝食に何を食べようか考える。

　仕事柄、きちんと食事を摂らなければ途中でお腹が鳴る羽目になるので、きちんと食事はするようにしていた。

　幸いなことに昨夜の残りものの野菜のスープと頂きもののバケットがある。ベーコンでもあれば完璧だっただろうが、残念ながら先日食べてしまった。だがひとり暮らしの女の朝食にしては十分だ。

　火を起こし、スープを温める。チーズがあったことを思い出して、火で炙ったチーズを切ったバケットに乗せると、とてもいい匂いがした。それらをテーブルへ運び、食べようとしたが、何かが足りない。

　飲み物がないことに気付いて、用意したコップにミルクを注ぎ、それもテーブルへ。

　椅子に座り、フィオナは手を合わせると朝食に手を付けた。

　フィオナが座る椅子の向かいには、もうひとつ椅子がある。けれど、そこに座る人はもういない。

　この家には母とふたりで住んでいた。唯一の家族である母が亡くなってから、フィオナはこの家にひとりで暮らしている。

　父親のことは知らない。ただ一度だけ「あなたのお父さんは本がとても好きな人だったのよ」と懐かしむように話してくれたことがあったから、母は愛していたのだろう。

　朝食を食べ終えると食器を片付け、出かける前に身なりにおかしいところがないかもう一度確認し、扉を開ける。

「――行ってきます」

　自分以外、誰もいない部屋にそう声を掛けた。声が返ってこないことはわかっているけれど、それでも少し寂しさが募る。

　一瞬切なげに目を細めたけれど、フィオナは表情を元に戻し、家を出た。

　いくら村の人がひとり暮らしになった自分に優しくしてくれ、生活を色々と助けてくれていると言っても、お金がなければ、働かなければ、生きていけない。

　向かう先はフィオナの仕事先であり、村で唯一のパン屋だった。

「おはようございます」

「……おはよう」

「フィオナ、おはよう」

　裏口から入り廊下を進むと、すぐに厨房が見えてきた。そこでパンを焼く店の主人、ベンとその妻であるマドリーンに挨拶をすると、前者の静かな声と後者の明るく朗らかな声の挨拶が返ってくる。

　厨房の脇にある個室に入り、エプロンを身に付けたフィオナは掃除用具を持って早速店先へと向かった。箒で床を掃き、布で拭き掃除をする。

「フィオナ、焼けたパンを並べて頂戴な！」

「はーい」

　しばらくして店内の掃除が終わったころ、マドリーンに声を掛けられる。そしてフィオナは焼き上がったパンをカウンターに並べた。焼き立てのいい匂いが鼻を擽る。

　開店の時間が近付いてくると、フィオナはパンを焼くベンとマドリーンの代わりに店を開ける支度をし始めた。

　今日だけの販売品になるマドリーン自家製のオレンジジャムを使ったパイの試食をさせてもらいながら動き回っていると、あっという間に時計は開店時刻を指す。

　店を開けると、早々にお客さんが入店してきた。

「おはよう、フィオナ。今日のおすすめは何だ？」

　一番に来店したのは、常連客でもある工具屋のフレッドだ。

「おはようございます、フレッドさん。今日は甘酸っぱいオレンジジャムのパイがおすすめです。さっき少し食べさせてもらったんですが、とても美味しかったですよ。確か、奥さん柑橘系のフルーツお好きでしたよね？　きっと気に入ってもらえると思います」

「それはいいな。ならそれをふたつと、いつものをくれるか」

「はい。ありがとうございます！」

　オレンジジャムのパイと、麦を使ったパンを包む。

　商品を手渡すと、フレッドの厳めしかった表情がやや柔らぐ。そして大事そうに抱えて、彼は帰っていった。

　フレッドが帰ったあとも、たくさんのお客さんが店主夫婦の焼くパンを買いにやってくる。小さな商店はあるし、食事をする場所もこの村にはあるが、パン屋はフィオナの勤務先であるこの店しかない。

　けれどたくさんのお客さんが来てくれる理由は、それだけではないことをフィオナが一番よく知っていた。

　例え店がここしかなくとも、美味しくなければ、こんなに忙しいわけがない。

　寡黙で愛想が足りないけれどベンの焼くパンはとても美味しい。妻のマドリーンが作るジャムやカスタードは絶品なのだ。






　開店直後の忙しさが去っても、忙しさは続く。

　焼き上がったパンの補充をしつつ、やってくる常連客と世間話をしながら、フィオナは忙しく手を動かし口を動かす。

　少しお腹が減ったなと思ったころに時計を見ると、やはりと言うべきか昼時のピークがやってくる時間だった。

　一旦パン作りを抜けてくれたマドリーンと一緒にやってくるお客さんを捌いていく。朝はマフィンやジャムの挟まったものなど、軽めのパンが売れるが、昼はホットドッグやミートパイのような重めのパンを手に取るお客さんが多い。

　特に最近は村の外れに視察を兼ねて国に仕える騎士たちがやってきていて、彼らが見回りの途中に寄っていってくれるので、以前にも増してボリュームのあるパンが売れている。

　初めはフィオナも遠巻きに見ていたけれど、思った以上に気さくな人が多い。気が付いたら、今では軽い世間話ぐらいはするようになっていた。

「フィオナ、落ち着いてきたからお昼ご飯食べておいで。ちょうどカスタードパイが焼き立てだから、良かったら食べな」

「わ、ありがとうございます！　嬉しいです」

　昼時の忙しさが過ぎたころ、フィオナはマドリーンに声を掛けられる。

　一度厨房へ寄ると、焼き立てのカスタードパイの匂いに小さくお腹が鳴った。

「……ん」

　腹の虫の音で気付かれてしまったのか。ベンがこちらを見て、言葉少なく、避けてあるパイとマフィンを差し出してきた。

　甘いカスタードの匂いと、湯気を立てるブルーベリージャムの入ったマフィン。

　礼を言ってそれを受け取ると荷物を置いてある個室に向かう。

　そしてあ、と気付くと、店頭で販売している飲み物を購入して、今度こそ昼食にありついた。

「いただきます！」

　まずは焼き立てのカスタードパイから先に頂くことにした。熱さに気を付けながら、歯を立てる。

「んー……美味し……」

　思わず、言葉に出る。熱いけれど、甘いカスタードがさくさくのパイとよく合う。パイに甘さがないので、甘ったるいとは思わなかった。

　あっという間にパイはなくなり、フィオナは次にマフィンに手を付けた。

　恐らくわざわざ温めてくれたのだろう。温めたことでブルーベリージャムの甘酸っぱさが口の中に広がって、冷めたままでも美味しいものが、さらに美味しい。

　自然と頬が緩んで、気付いたらすべて平らげていた。

　昼食を食べ、満足感を抱きながら表に戻る途中で厨房へ寄ると、ベンが早くも明日に出す商品の仕込みをしていた。

「ベンさん、御馳走様でした。美味しかったです！」

　感想を伝えると、ベンは一瞥だけして手を振る。

　表に戻ると、マドリーンがフィオナを見て苦笑した。

「あの人ったら、お礼のひとつぐらい言えばいいのに。ごめんなさいね、愛想のない主人で」

「いえ。言葉はなかったですが、手を振ってくださったので……パイはもちろんですが、マドリーンさんのカスタードクリーム、とっても美味しかったです。ご馳走さまでした」

「良かった。フィオナにそう言ってもらえて、私たちも嬉しいよ」

　優しげに微笑み、マドリーンは「それじゃあ少し休憩を貰うわね。何かあったら呼んで」と言って、裏に引っ込んでいった。

　彼女を見送って、フィオナは朝や昼よりも落ち着いた時間を過ごす。

　ぼんやりと扉の外を見つめながら、時折やってくるお客さんの接客をする。

　そして時計が三時を少し回ったころ、来店のベルが鳴った。

　ちょうどフィオナは扉に背中を向けていて、ベルが鳴った音に反応して振り返る。

　この辺りに住む村人たちとは、明らかに服装が違う。濃紺を基調とした団服は、このあたりの村を視察に来ている騎士たちと同じものだった。

「こんにちは」

「……こ、んにちは、アロイス様」

　フィオナが名前を呼ぶと、彼――アロイス・ニヴェールは嬉しそうに笑った。

　短く切り揃えられた蜂蜜色の髪がきらきらと輝く。少し細められた瞳は黒く、柔らかい色をたたえてフィオナを見つめている。

　濃紺の団服に包まれた四肢は長く、上背も高い。

　ブーツの音を僅かに立てて、彼はフィオナに近付いてきた。

　近くで見ると整った顔立ちなのがよくわかる。思わずフィオナの胸がとくりと高鳴った。

　――これなら、メインキャラなのも頷ける。

　すでに何度も目にしては考えたことを思いながら、フィオナは自身の秘密と、アロイスに初めて会ったときのことを思い出していた。






　まだ母が存命で、フィオナが幼いころ。

　彼女はある日、唐突に自分が《フィオナ》ではないころの記憶を思い出した。

　それは日本という国で、社会人として働いていたときの記憶だ。

　だが途中で記憶は朧げになっていた。――何か不幸があって自分は死に、そして転生したのだと理解したのは、それからしばらくして、自分の過去を受け入れられるようになってからの話になる。

　しかし、思い出したときのフィオナは、何分まだ幼かった。

　初めて記憶が蘇ったときにはひどく混乱し、その動揺を示すように涙がぼろぼろ零れてきた。母がどうしたのと慌てて抱き上げてくれたことは、今でもはっきり覚えている。

　それからも、度々思い出される《前世》の自分の記憶に動揺し、誰なのかわからなくなって、そのたびに母に泣き付いた。

　すべてを思い出した今ならばそのときに何を指していたのかわかるが、あのころは本当に、自分が何を言っているのか自身でもわからなかった。

　たどたどしく、言葉にならない単語を繰り返す娘を見て、さぞ母は驚いただろうと思う。気が触れたのかと思われても仕方なかった。

　けれど母はそんなフィオナを遠ざけることなく「大丈夫」と言って頭を撫でて、抱き締めてくれた。そしてそれからも変わらずフィオナのことを娘として愛し、育て上げてくれたのだ。

　きっと母でなければ、フィオナがこの村で無事にここまで成長することはなかっただろう。

　そして成長するにつれて、今の自分はフィオナというただの村人でしかない。そう割り切って生活できるようになった。

　――のだが、今フィオナの目の前にいるアロイスの存在によって、そう簡単に《前世》は切り離せないものだと思い知った。

　だって《アロイス・ニヴェール》という男性は、フィオナが前世で読んでいた物語のメインキャラクターのひとりであり、この世界は、その物語の舞台となる世界だったのだから。

　そのことを思い出したのは、数ヶ月前、この村にアロイスがやってきて、フィオナの家に挨拶に来たときのことだった。

　あんなに元気だった母が半年前に病で亡くなり、それでも前向きに頑張ろうと頬を叩きながら生活していたある日のこと――その日はたまたま仕事が休みで、フィオナは家の掃除を済ませ、頂きもののお茶を飲みながら一服していた。

　そこに家の扉を叩く音が聞こえ、フィオナが扉を開けると、アロイスがいたのだった。

　視界に、見慣れない濃紺の団服が映る。

　視線を上へと辿っていくと、端正な顔立ちの青年が柔和な笑みを浮かべてフィオナを見つめていた。

「初めまして。しばらく、村の視察でこの村に滞在することになりました、アロイス・ル……ニヴェールと申します。お困りのことがあれば、お気軽にお申し付けください」

　高くなく、低すぎでもなく、耳に馴染むような声色。

　不快感なんかとは程遠い、心地の良い声。しかし彼の闇夜のような美しい黒い瞳と目が合った瞬間、挨拶が頭から吹き飛んでしまった。

　何故なら押し寄せてくる新しい記憶は、彼が物語の人物で、この世界がその物語の舞台だという驚きの事実を知らせたからだ。

　――こんなの、ありなの……？

　蘇る記憶にフィオナは思わず立ちくらみを起こして、足から崩れ落ちそうになる。

　支えてくれたのは、アロイスだった。驚きながらも彼はしっかりとフィオナの体を抱き留めてくれる。

「っ大丈夫ですか……？」

「だ、大丈夫です。少し足元がふらついただけですので……」

　首を横に振って何とか笑みを作ってみたけれど、心の中も頭の中も糸が絡まって解けないように縺れている。できればこの現実から目を逸らしてしまいたかった。

　違う世界に生まれ変わっただけならまだしも、実はここは物語の世界で、その物語のメインキャラクターのひとりと接点を持つことになるなんて予想外過ぎる。

　混乱のあまり、フィオナはアロイスが驚いた顔をしていたことに気付かなかった。

　何とか挨拶を返し、この場を切り抜けたフィオナは、アロイスを見送ったあとに状況を改めて確認した。

　まず、この国は前世のフィオナが生まれ育った国ではなく、恐らく外国に当たる場所なのだろう。今生のフィオナはこの世界で生まれ育ち、父の姿を知らぬまま周りの人の助けを借りながら母の手ひとつで育てられた。

　ここまでは、いい。

　だが外国だと思っていた場所が実は異世界で、しかも物語の世界だった。

　先ほど顔を合わせたアロイスは、その物語のメインキャラクターのひとりに数えられる人物だ。

　物語の主人公はアロイスではないが、彼は主人公の友人として物語に深く関わってくる。だから必然に、彼のエピソードは作中に多かった。

　アロイスは隣国・ルヴィエ王国出身の騎士で、使者としてこの国に訪れている自国の第二王子の護衛として、この国にやってきた。

　確か彼には護衛という理由の他にもこの国にやってきた理由があったはずだ。

　フィオナはさらに記憶を思い出そうと、追憶する。

　だが、記憶をさらに思い出そうとすると激しい頭痛に見舞われ、それ以上を思い出すことはできなかった。

　――でも、どうして隣国の騎士様がこんな村に来たの……？

　この村に隣国の第二王子が来たという話は聞かない。第二王子付きの騎士が、こんな小さな村に主を置いてひとりでやってくるだろうか？

　疑問に思ったが、わざわざこんなところまで来るのだから恐らく何か事情があるのだろう。そう考えて、フィオナは深く考えることを放棄した。

　フィオナの元を訪れたのも、もしかしたらひとり暮らしの女がいると聞いて思うところがあったのかもしれない。しかし王都では珍しいかもしれないが、少し離れれば女のひとり暮らしは決して珍しいものではない。

　だから村の片隅でひっそりと暮らしている娘のことなど、すぐに忘れるだろう。

　そう考えていたフィオナだったが、彼女の予想はすぐに裏切られることになる。

　次の日、フィオナの働くパン屋にやってきたアロイスは、彼女に気さくに挨拶をして、パンを購入していったのだ。

　そして、その次の日も、さらに次の次の日も。

　ほぼ毎日のようにフィオナはアロイスと顔を合わせ、世間話を交わしていた。初めて会った日から数ヶ月経った今、彼はすっかりフィオナの職場の常連客だ。

「今日は野菜とハムのサンドイッチとドーナツ、それからベリーのマフィンをふたつとフレンチトーストを貰おうかな。ああ、それとこのオレンジジャムのパイもひとつ」

　今日もまた彼は並んだパンを見て、カードに書かれた品名を迷うことなく読み上げていく。彼が頻繁に購入してくれるパンに加えて、今日のおすすめまで買ってくれるようで嬉しくなる。

「このパイ、とても美味しかったので、アロイス様にもきっと喜んでもらえると思います！」

「それは楽しみだ。この間のミートパイも、とても旨かった。フィオナのおすすめなら、絶対に美味しいだろうな」

　少し弾んだ声で声を掛けると、アロイスもまた頬を緩ませてそう言ってくれた。

「そう言って頂けたら、わたしもおすすめした甲斐がありました。ベンさんとマドリーンさんも喜びます」

　サンドイッチ、ドーナツ、マフィンがふたつとフレンチトースト、それとオレンジのジャムを使ったパイ。不足がないかを確認して、包んで紙袋に入れる。

　お金をもらい、ぴったりであることを確認して、フィオナはパンの入った紙袋をアロイスに手渡した。

「ありがとうございます」

　そう言って笑いかけると、アロイスの柔和な笑みが返ってきた。

「フィオナ」

　そのまま踵を返すかと思ったら、彼はフィオナの名前を呼んだ。フィオナが首を傾げると、少し改まったように口を開く。

「今何か、困っていることはない？」

「……いえ」

　一瞬驚いたように目を瞬かせたフィオナだったけれど、その問いかけに彼女は首を横に振る。出会ってから数ヶ月、アロイスは時折そう尋ねてくれて、ひとり暮らしのフィオナのことを気遣ってくれているようだった。

　しかしフィオナの答えはいつも否だ。

　その答えを聞いて、アロイスは少し落胆しているように見えた。一瞬でいつも通りの表情に戻ってしまったから、フィオナの目の錯覚だったのかもしれないけれど。

「なら、いいんだけど……もし何かあったら、一番に俺を頼って欲しい。フィオナのためなら、すぐに駆け付けるから」

　真剣な眼差しで見つめられて、フィオナの胸が思わず高鳴る。

　けれどこうして心配してくれることも、彼にとっては仕事のひとつでしかない。

　わかっているのに、そう考えると胸の奥がツンと痛んだ。

　――フィオナがいつも彼の問いに「否」と答えるのは、もちろん純粋に困っていることがない、というのが理由の大半だ。だがそれだけではないことも、フィオナ自身が一番よくわかっていた。

　今度は、作り笑いを必死に作ろうとする。自分はただの村娘――この世界ではモブであり、けして彼とは相容れない。

　これ以上関わらない方がいい。わかっているのに、一緒に過ごす時間が楽しくて、この時間がずっと続けばいいのにと願ってしまう。

　彼の優しさにずっと甘えている、そこに下心がまったくないとは言えなくて、彼にだけはそれを知られたくなかった。

「あ、りがとうございます。もし何かあったら、アロイス様を頼らせて頂きますね」

「……ああ、待ってる」

　きっと、フィオナの戸惑い混じりだった言葉に、アロイスは気付いていた。それでも彼は柔らかな笑みを浮かべ、そう言ってくれる。

　誤魔化されてくれる彼の優しさに胸が苦しくなった。

「それじゃあまた。仕事頑張って」

「はい。アロイス様も、頑張ってください」

　今度こそ踵を返し、アロイスは店を出ていく。

　その背中を視界から消えるまでフィオナは見つめていた。

「フィオナも頑なだね。あれは絶対気があるんだよ。あんなこと、他の娘に言っているのは聞かないもの」

　突然、背後から聞こえてきたマドリーンの声に、フィオナは肩を跳ねさせた。

「マ、マドリーンさん……っ！　え、い、いつから……どこから、見て……」

「アロイス様が、何か困っていることはないかと尋ねていたあたりからだねえ」

　楽しげに、マドリーンがフィオナをからかってくる。

「ち、違いますって。わたしがひとり暮らしだから、気にして下さっているだけです。もう、からかわないでください……っ」

　マドリーンに見られ、からかわれたことで自然と顔が熱くなってきてしまう。ぱたぱたと手で顔を扇いで風を送る。いつも通りを心がけようとしたけれど、赤くなった頬はそう簡単に冷めてはくれない。

　マドリーンが何かを言おうと、口を開く。

　けれどその前に来店を告げるベルが鳴り、お客さんが来たお陰でそれ以上アロイスとのことを聞かれることはなかった。
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　マドリーンにアロイスとのことをからかわれてから数日後。

　その日は朝からどんよりとした、今にも雨が降ってきそうな天気だった。

　天気が悪いと自然と気持ちも滅入ってくる。思わずフィオナは、今日何度目になるのかわからないため息を零した。

　いつもと同じぐらいの朝の忙しさが過ぎ、雨が降り始めたことでいつもより少しだけ落ち着いた昼がやってくる。三時を過ぎたころには、雨の雫が絶えることなく窓硝子を叩き始めていた。

　本格的に降り出した雨は客足を途絶えさせる。

　時計を見ると、いつも彼が来る時間はとっくに過ぎていた。

　フィオナはぼんやりと、ベルの付いた店の出入り口を見つめる。けれど扉に人影が映ることはない。

　オレンジのジャムを使ったパイを売った次の日から、アロイスは忙しいらしく店に訪れていなかった。

　今までにも、連日顔を見せたと思ったらぱったりやってこなくなり、数日後にまたやってきて――ということは何度かあった。だから今回も恐らく、忙しくて来る時間が取れないのだろうとフィオナは思っている。

　思っているだけで、たまに立ち寄ってくれる騎士の青年たちに尋ねる勇気は出なかったけれど。

「フィオナ、雨がどんどん強くなってるようだから今日はもう帰りな」

　厨房から顔を覗かせたマドリーンが、フィオナにそう言った。

「え、でも……」

「どうせこんなに荒れた天候じゃ客も来ないだろうし、あの人とも早めに店を閉めようって話をしてたのさ。だから気にするんじゃないよ」

　確かに、窓から見えるはずの風景は降り続ける雨に掻き消されて、見えなくなっている。

　昼よりも悪くなっている天気に、フィオナはマドリーンの言葉に甘えさせてもらうことにした。

　でもせめて店を閉める手伝いだけはしたかったので、正面の出入り口の扉を施錠し、早めに閉店する旨を書いた張り紙を貼って、カーテンを閉める。

　最後に扉の外へ視線を走らせたけれど、やはりそこに見慣れた影は見えなかった。

　マドリーンと一緒に店内の軽い掃除をすると、フィオナは小部屋に向かい、付けていたエプロンを外した。余りものだからと渡してくれたパンを鞄に仕舞い、帰り支度をして厨房に顔を覗かせる。

「ベンさん、マドリーンさん、それじゃあ、お先失礼します」

「……本当に大丈夫なのか」

「うちの人のことは気にしなくていいからね。健康だけが取り柄なんだから、フィオナを家まで送るぐらい、どうってことないよ」

　ベンとマドリーンに挨拶をすると、心配そうな言葉が返ってくる。

　雨がひどいので、ベンが家まで見送ってくれると申し出てくれたのだ。だがフィオナはそれを断った。

「そこまで遠いわけではないですし、傘もあるので大丈夫です。心配してくださってありがとうございます」

　裏口で見送ると言ってくれたふたりを説得し、厨房でベンとマドリーンと別れる。

　傘を準備して裏口の扉を開くと、予想以上に雨風はひどかった。いつもならそのまま自宅への道を辿るのだが、体勢を立て直すべきと、フィオナは店の正面へと向かう。

　店の正面扉の上には、雨が凌げる僅かな屋根があるのだ。

　しかしそこへ辿り着くまでに、差していた傘は強風の所為で今にも壊れそうだ。恐らく家に帰るまでには確実に壊れてしまうだろう。傘を差そうが差すまいが、どちらにしても濡れるのは必定だ。

　――家まで、走って帰ろう。

　走れば、家までは数分の距離だ。よし、と気持ちを決めて屋根を出ようとする。

　だが、そこに、雨がものに当たって響かせる音とは違う、水溜まりを踏む足音が聞こえてきて、フィオナは視線を上げた。

　暗がりの中、足音は近付いてくる。

　目を凝らすと、一番に視界に飛び込んできたのは見知った蜂蜜色だった。

「アロ、イス様……？」

　傘も持たず、びしょ濡れになりながら近付いてくる足音の主は、ここ数日顔を見せなかったアロイスだった。

　いつも来店するときは騎士団服を着て、しっかりとした装いなのに、今日の彼は白シャツにスラックス、ブーツという身軽な格好だ。

　濡れたことで白シャツが肌に張り付き、その下の鍛えられた肉体が浮かび上がっていて、フィオナはどきりとする。

　動揺が大きくて、フィオナが口にした彼の名前は雨の音に掻き消されてしまうぐらいの音量だった。けれど彼はその小さな声を拾い、ぴくりと肩を揺らして俯かせていた顔を上げる。

　濡れた髪の間から見える瞳にはいつもの優しく、穏やかで温かい光がなく、どこか諦めに似た色が滲んでいた。アロイスの黒曜石のような瞳が、フィオナを見つめてくる。

　その瞳にフィオナを映した途端、僅かにその目に光が戻った。

「……少し、遅かったみたいだ」

　フィオナの目の前まで近付いてきたアロイスは、彼女の背後――カーテンが引かれ、張り紙が貼ってある扉を見て、この距離でなければ聞こえないような声でそう呟いた。

　肩を竦めて、切なげな笑みを浮かべるアロイスは、今にも消えてしまいそうなほどに儚い雰囲気を醸し出している。

　いつもと違ったアロイスの様子に、フィオナは動揺する。どんな会話を振ればいいのかわからず、口を開きかけては閉ざした。
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「また日を改めるよ。……フィオナには、会えたから」

　どんな行動を起こせばいいのか迷うフィオナの耳に、アロイスの声が聞こえてきた。

　大きな手がフィオナの頬に伸びてくる。けれど結局触れることなく、彼はその手を退いてしまった。

　そして踵を返して、アロイスはこの場から去ろうとした。

　――ここで彼を、行かせたらいけない。

　咄嗟にそう感じる。どんな言葉を掛ければいいのかわからなかったけれど、ひとりにさせてはいけないと、それだけはわかった。

「フィオナ……？」

　気付くとフィオナはアロイスの手を掴んで、彼の行動を阻んでいた。

　目を丸くしてアロイスがフィオナを見つめてくる。

「……ひ、ひとりで家に帰るのが不安で……良ければ家まで送って頂けませんか……！」

　アロイスを引き留めようとしたフィオナの口から出たのは、そんな言葉だった。

　我に返ったのはすべてを言い終えたあとで、もちろん撤回なんてできない状況だ。

「いえ、その、アロイス様が嫌でなければ……なんですが……」

　言ってから騎士様にこんな図々しいことを言って良かったのだろうかと思ったが、気まずいフィオナとは反対にアロイスは顔を綻ばせ、嬉しそうに微笑んだ。

「嫌なんてありえない。……俺で良ければ、喜んで」

　アロイスの笑みに、とくりとまた、フィオナの胸が跳ねる。その嬉しそうな表情に完全に後には引けなくなってしまった。

「……宜しくお願いします」

　頭を下げると、アロイスは「無事に送り届けるよ」としっかりとした声で言った。






　風の威力が弱まったときを見計らい、フィオナが持っていた一本の傘を差して、いつもより早足でフィオナの家への道を辿る。

　傘は、アロイスが持ってくれた。もう片方の手は、気付いたら繋がれていた。

　風が弱まったと言っても、依然雨はひどい。

　フィオナの家に着いたときには元々濡れていたアロイスだけでなく、フィオナもびしょ濡れになっていた。

　本当に運が良かったらしく、家に着いた途端に風の威力が強まった。

「それじゃあ俺はここで。早く着替えて、きちんと温まるんだよ」

　繋がれていた手を解かれる。優しい目で見つめられるが、フィオナの不安は消えない。

　咄嗟に引き留めようと、踵を返そうとした彼のシャツに手を伸ばしていた。

　驚いたような顔でアロイスが振り返る。

「っ雨が落ち着くまで、寄っていって頂けませんか。お屋敷まで距離がありますし……お茶ぐらいしか、出せないのですが……」

　気の利いた理由なんて出てこなくて、有り触れた言葉で彼を引き留める。

　フィオナの家からアロイスが生活拠点にしている屋敷までは、走っても十分以上はかかる。いくら騎士として鍛えているとは言え、この土砂降りの中を行けば無事では済まないだろう。

　ひとり暮らしの女の家に男を招く危険性も頭に浮かんだが、それよりもアロイスを今、ひとりにしてはいけないと頭の中で鳴り続ける警鐘の方が大きかった。

「……お願いします」

　解かれた手を、今度はフィオナの方から握り返す。

　引く気はないのだと伝えたくて、戸惑うように揺れる双眸をじっと見上げた。

　やがてアロイスは困ったような顔で笑うと、最終的には折れてくれた。

　フィオナはほっと安堵の息を漏らし、彼の手を引く。

　そして急いで明かりを点け、部屋を暖める準備をする。

　暖炉の火を起こすのは、アロイスがやってくれた。客人にさせられないと言ったのだけれど、

「ふたりでやれば、早く暖める準備ができるだろう？　俺が火を起こしている間に、フィオナは湯を沸かす支度をして欲しいな」

　そう言われてしまえば、正論なので頷く他ない。

　フィオナがやるよりも早く、あっという間に暖炉に火が起きた。

　水を薬缶で沸かし、お湯を作る。それを盥に注ぎ、水を加えて温度を調節すると、布と一緒にアロイスへと手渡した。

　何か言いたげにアロイスが見てきたけれど、彼が言葉を発する前に、フィオナはキッチンへと逃げ込んだ。

　恐らくアロイスは先に体を拭いて、着替えて欲しいと言いたかったのだろうが、フィオナよりもアロイスの方が冷たい雨に打たれていた時間は長い。

　何か体を温められる飲み物を出せないかと考えながらアロイスの方をちらりと見ると、彼は渋々、シャツを脱いで体を拭こうとしていたところだった。

　鍛えられた肉体が遠目からでも目に入り、フィオナは慌てて視線を逸らす。

　どきどきする胸を押さえながら、ミルクの入った容器を手に取る。生姜と紅茶があったので、それでジンジャーミルクティーを作ろうと考えたのだ。

　鍋にミルクを注いで、温める。その間に、なるべくアロイスの方には目を向けないようにしながら、彼から濡れたシャツを受け取り、絞って干す。

　乾くまでは毛布を渡して、それを羽織ってもらうことにした。

　母とふたり暮らしだったこの家に男ものの着替えはないのだ。さすがに、下だけは着ていてもらったが。

　カーテン越しに、窓から入ってくる光はない。ひどい雨音と風の音が天候の悪さを物語っていた。

　お湯で煮出していた紅茶の中に生姜を入れて、温めたミルクを加える。

　ふたつのカップにそれを注ぎ、フィオナはひとつをアロイスへと差し出した。

「良かったら飲んでください。生姜を入れているので少しぴりっとしますが、体が温まると思います」

「ああ、ありがとう」

　アロイスはすぐに口を付けてくれ、「美味しいな」と言って、頬を緩めた。僅かに、真っ白だった頬に赤みが戻ってきている気がして、フィオナは胸を撫で下ろす。

　――店に来たってことは、お腹空いてるのかな……？

　ふと思い出したフィオナは、彼のために何か作れないかと考える。だが、そこまで豊富な食材はこの家にはない。

　早めの閉店だったため、マドリーンが売れ残ったパンをいくつか持たせてくれた。それと簡単なスープぐらいなら、出せるだろうか。

「……くしゅん！」

　食材を探しながらどんなスープを作ろうか考えを巡らせていたのだが、濡れた服を着たままでいたのが良くなかったのだろう。ぶるりと身震いをしたフィオナの口から、小さなくしゃみが零れた。

　その音に一番に反応したのは、彼女自身ではなく、キッチンが見える位置の棚に背を預け、フィオナを見つめていたアロイスだった。

　何故彼がそんな場所にいるのかと言うと、暖炉の前で暖まっていて欲しいと伝えたのだけれど、お湯で拭いたから大丈夫だと言って聞かなかったのだ。

「フィオナ」

　近付いてきたアロイスは、そっとフィオナに手を伸ばす。そして冷え切った頬をひと撫ですると優しく彼女の手を取り、自身の指と絡ませた。

「こんなに冷やして……」

　すぐ傍にアロイスの吐息が落ちてきて、フィオナは赤面して固まってしまった。顔がひどく熱い。彼の顔が見られなかった。

「俺の心配をするより、自分の体を先に温めて。……女性が体を冷やすのは良くない」

　手を引かれ、暖炉の前に連れてこられる。冷え切った体が熾された火で次第に温もりを取り戻していく。

　だが、体が熱を帯びているのはそれだけが理由ではなかった。

　アロイスがフィオナの体を抱き寄せているのだ。

　それだけでなく、羽織っていた毛布を一度剥がしたアロイスは顔を赤く染めたフィオナを抱き込み、彼女を抱いた自分ごと体に毛布を巻き直した。

　アロイスの逞しい腕に抱かれ、鍛えられた体に触れて心臓が飛び出すんじゃないかというぐらいにどきどきする。

　ちらりと彼の様子を窺うと、偶然なのか否か、こちらを見つめていた彼の視線とかち合う。嬉しそうなその笑みにフィオナは何も言えなくなってしまった。

　けれど暖炉の火があるとは言え、このままだと濡れたフィオナの服でアロイスまで体を冷やしてしまう。

　名残惜しさを感じないと言ったら嘘になる。彼の腕の中はどうしてか不思議と安心できた。だが、このままではだめだとフィオナは口を開く。

　その直後、窓の外に稲妻が光り、時間を置いて雷鳴が轟いた。

「アロ――」

　名前を呼ぼうとして、最後まで口にする前に言葉を飲み込む。

　フィオナを抱き締めるアロイスの体が、びくりと大袈裟なぐらいに震えたから。

　体を抱く腕の力が強まった気がしてフィオナは視線を上げた。

　けれど彼の表情を確認する前にぐっと引き寄せられ、彼の顔が肩口に埋められて、どんな顔をしているのか確かめられない。

　ただ、アロイスは荒い息を繰り返して必死にフィオナにしがみつき、何かをやり過ごそうと我慢していることだけはわかった。

　拒絶されたらどうしようと思いながら、フィオナはアロイスの背中に腕を回す。フィオナの腕は避けられることはなく、アロイスの大きな背中に触れた。

　回りきらなかったけれど、大丈夫だと伝えるように優しく背中を撫でてやる。

　窓の外ではまだ、雷が落ちる音が聞こえてくる。びくりと体を揺らすけれど、時間が経つと少しずつアロイスの呼吸が落ち着いてきた。

　肩口から彼の頭が離れていく。乱れた前髪の隙間から覗く、吸い込まれるような瞳と目が合った。

「……っ」

　そして、端正な顔が近付いてきたと思ったら、冷たいくちびるがフィオナのくちびるに触れる。

　――初めての口付けは、甘くてスパイシーな、ミルクティーの味がした。

　ゆっくりと彼の顔が離れていく。

「フィオナ」

　くちびるが再び触れてしまいそうな距離で名前を呼ばれる。アロイスの大きな手のひらが頬を滑った。

　もう一度、触れようとして、触れずにアロイスはフィオナの顔を覗き込んでくる。

「……もっと、キスしたい。大丈夫だったら、目を閉じて」

　どこか熱の籠もった声でそう囁かれ、フィオナは顔を赤くした。

　視線を思わず泳がせたが、しばらくして恥ずかしそうにアロイスと目を合わせると躊躇いがちにゆっくりと目蓋を下ろしていった。

　戸惑いはしたけれど、拒むことは考えなかった。強請るような形になるから恥ずかしくて、返事に時間がかかったのだ。

「……ん」

　どきどきしていたら、くちびるに柔らかい温もりが触れた。啄むように、くちびるを食まれる。触れている箇所から体が熱を帯びていく。

　何度もくちびるを奪われて、やがて、隙ができて開いたくちびるの間から舌を差し込まれた。

「ふ……ぁ……んんっ」

　粘膜を舐められて、歯列をなぞられ、そして舌を絡め取られる。

　どれくらい、触れ合っていたのか。しばらくしてくちびるから熱が離れていった。ゆっくりとアロイスを見上げると、彼はその瞳に熱と劣情をたたえ、フィオナを見つめていた。

　ぞくり、とフィオナの背中が震えた。

「……ぁ」

「風邪をひいてしまうから、脱いでしまおうか」

　そう言って、アロイスはフィオナの着ていたワンピースの首元のリボンに指をかけた。彼の指に絡まったそれは、いとも簡単に解けてしまう。

　露わになった首筋に、優しいキスが落ちる。

「アロ、イスさま……」

「フィオナ」

　いつも優しい眼差しでフィオナを見つめてくる瞳が、苦しげに歪んでいる。

　何に苦しんでいるのか、フィオナにはわからない。だが、その苦しみを取り除くために何かしてあげたかった。

　フィオナはアロイスの背中に回した腕で、ぎゅっと彼を抱き締める。そしてアロイスのくちびるに今度は自分から口付けた。

　フィオナから仕掛けた拙いキスだったのに、アロイスに主導権を握られてしまう。次第に、このまま食べられてしまうんじゃないかと思うぐらいの激しい口付けに変わっていく。

「は……あ、……ぁんん」

　激しい口付けに思考が溶けていく。くちびるから熱が離れたと思うと、ゆっくりと降りていった。そして首筋に優しくキスが落とされる。

「んっ」

　くすぐったさを感じていたら、そこに吸い付かれて、ちくりとした痛みが走った。

　リボンを完全に解かれ、留めてあったボタンを外される。下に着ていたシミューズごと、ワンピースを引き下ろされてしまう。

　控えめに上下するふくらみがアロイスの目の前に晒されて、フィオナはかっと顔を真っ赤にした。じわりと目尻に涙が浮かんでくる。

「や……見ないで、くださ……小さい、か、ら……」

　フィオナは身長こそ同年代の娘たちと変わらないが、体格はどちらかと言えば細身だ。

　その中で一番気にしていたのが胸の大きさだった。

　だから恥ずかしくてフィオナは身を捩って胸元を隠そうとしたのだけれど、体を動かす前にアロイスに体を抱え直され、背後から抱き締められた。

「俺は胸の大きさは、別に気にしない。けど、フィオナが気にしてるなら、なるべく見ないようにする」

「っあ、りがとう、ございます……っふ、ぁ」

　耳元のすぐ傍にアロイスの囁きが聞こえて、どきどきする。

　礼を言ったら、クスリと耳元に微笑が落ちてくる。大きな手が伸びてきたと思うと、ふくらみを包まれ、口から甘い声が零れた。

　視線の行き場がなく、思わず視線を落とす。そうしたらフィオナの小振りなふくらみがアロイスの手の中で形を変える、卑猥な光景を目にしてしまった。

「ふぁ……や……アロイス、さまぁ……」

「……見られない代わりに、たくさん触らせて」

「あっ……ぁんんッ」

　硬くなり始めた胸の先端を擦られて、フィオナの背中がしなった。

　官能を高めるようにアロイスの指先は赤い突起を責め立ててくる。摘んで引っ張られたり、ぐりぐりと押し潰されたり、爪先で弾いたりされて、そのたびにフィオナは甘美な啼き声を上げた。

　加えて、首筋に何度もキスを落とされ、痕を残される。胸への責め苦とともに素肌に感じる熱にびくびくと体が震えて、まだ触られていないはずの下腹部の奥がずきずきと疼いた。

　彼の腕を掴んで動きを阻もうとしたが、硬くしこった胸の先端を捏ねられて、力が抜けていく。

「あ……」

　するりと、乱れたワンピースの裾から、アロイスの手が侵入してくる。

　するりと太ももを撫でられ、寒さとは違う――官能的な震えが走った。

「あっ……やぁあ……」

　足の間に入り込んだアロイスの手が、下着の上から割れ目をなぞってくる。

　自覚しているからこそ触れられたくなかった。そこは、下着越しでも蜜を溢れさせていることがわかるぐらいに濡れていた。

　恥ずかしくて、少しでも目を逸らしたくて目を閉じる。彼の指が秘められた場所を隠す布を避けて直接触れてきた。途端に電流が走ったかのような衝撃を感じた。

「んっ……ぁ……ああっ」

　窓の外に降る雨の音とは違う、厭らしい音が下半身から聞こえてくる。ふるふると首を横に振るが、指先に蜜を絡めるようにアロイスの指先が割れ目を擦った。

「っや……そこ……だめ、ぇ……っ」

　割れ目をなぞっていたアロイスの指が、蜜口の上にある花芽をそっと撫でた。触られた途端、フィオナの腰がびくんと震える。

　反射的に体は逃げようとしたが、腰を引いたところで背後にはアロイスがいて逃げることは叶わない。

「フィオナ、逃げないで」

「で、でも……あっ、あんっ」

　アロイスに触られるたびにお腹の奥が疼いて、フィオナの口からは止めどなく甘い声が零れた。

　アロイスの指先に溢れ出た蜜がまとわりついて、淫猥な音を立てる。

　その音を耳が拾ってフィオナはさらに追い詰められていった。

「ひ……ふぁ……あ、ぁあ……っ」

　乳房を揉み上げながら先端を押し潰され、敏感な花芽を強く擦り上げられた瞬間、フィオナの視界が一気に弾けた。

　絶頂の余韻で体がびくびくと震える。体に力が入らなくて、アロイスに体を預ける形になってしまった。

　足の間から、アロイスの手が抜かれていく。

「ああ、これは失敗だった、な」

「……え……？」

　耳元に落ちる声に一拍遅れて反応したフィオナは、その言葉に一瞬にして冷水をかけられたような気持ちになった。

　彼が指した失敗はどう考えてもフィオナにとっていい意味ではないように聞こえたからだ。厭な予感で心臓が嫌な音を立てる。

　しかし、アロイスが続けた言葉はフィオナの予想とは反対のものだった。

「この格好だと、フィオナの可愛い顔が見られない」

　そう呟いたかと思うと、アロイスはフィオナの体勢を変えさせ、正面から抱き締めた。

「ふ……ん、ん」

　不安げに瞳を揺らしたフィオナにアロイスは宥めるようなキスを落とす。じわりじわりと、一度は冷めた熱が、彼女の体の中に再び湧き上がってきた。

　アロイスはフィオナを抱き上げ、彼女がいつも眠っているベッドへと運ぶと、優しく横たわらせる。履いていたブーツを脱ぎ捨てると、彼女にのしかかって組み敷いた。

「あ、ろいす、さま……」

　頬をアロイスの手が滑る。……また、口付けられた。

　口付けられながら、アロイスの手によって腰までずり下ろされていたワンピースとシミューズを完全に取り払われて、下着もはぎ取られる。

　裸体をすべて晒した彼女は身を捩って必死に体を隠そうとしたが、アロイスの手がフィオナの手首をひと纏めにして床に縫い付けたので、すべてが彼の目の前に晒されることになった。

　それは先ほど必死に隠そうとした胸のふくらみも、例外ではない。

「ぁ、の……っ」

「うん？」

「手を、離し、て……くださ……ん、ふぁ……」

「離したら、フィオナは絶対に隠すだろう？　だから駄目」

　フィオナの桃色に染まった胸元にアロイスは顔を近付ける。そして舌で嬲り始めた。

　先ほど散々責め立てられて赤くなった突起は、アロイスに舐められ、びくびくと震える。

「あ……ぁんっ……あぁ……！」

　先端を甘噛みされて、フィオナの背中がしなる。

　無意識に逃げようと身を捩らせるフィオナの腰をしっかりと掴んで、アロイスは彼女の理性をさらに溶かしていく。

　ふくらみの少し上、柔らかな肌にアロイスは口付けて、そこにキスマークを残す。

　――彼女は自分のものだと、アピールするために。

　だがフィオナは彼が痕を残す理由を知らないまま、責めに翻弄された。

　ちろちろと、アロイスの真っ赤な舌がフィオナの胸先を嬲る。

「は……ぁ……あぁん……」

　媚びるような甘い声がフィオナの口から零れた。

「……ッ」

　不意に窓の外で一際大きな稲光が迸り、びくんとアロイスの体が震えた。

　――アロイスさまは、雷が、苦手なの……？

　アロイスの異変に、僅かに残った理性がフィオナにそんな考えを導き出させた。先ほど様子がおかしかったときも、確か雷が光ったときだった。

「……も、隠さない、から……手、離し、て……」

「……」

　眉根を寄せて、苦しげな顔をしたアロイスは、一瞬瞳を揺らし、ゆっくりとフィオナの手首の拘束を緩めていく。

　そしてフィオナは解放された腕をそっとアロイスの首に伸ばして、目を見開く彼の体を引き寄せた。

「大丈夫、です、よ。わたしが傍に、いますから」

　温もりを分け与えるように体を密着させる。

　少しずつ震えが落ち着き、彼の呼吸が正常に戻っていくことにフィオナは安堵した。

　顔を上げたアロイスと視線が交わる。するりと、アロイスの手が頬を滑った。

　微かに笑みを浮かべて、「フィオナは凄いな」と彼は言った。

「昔も今も、君の言葉を聞くと、俺は安心するんだ」

「あ……」

　顔が近付いてきて、優しく、くちびるを奪われる。目を瞑ったら、再び、くちびるが重なった。

　――昔も今もって、どういう、こと……？

　彼の言葉に引っかかりを感じたが、何度も口付けを繰り返されるうちに思考は溶けていった。密着した体はますます熱を増していく。

　アロイスの手がゆっくりと下降し、そして露わになっている秘部へと指先が触れた。

　淫靡な水音を立てて、彼の指先に愛液が絡み付く。

　割れ目を撫で、掠めるように敏感な花芽を擦り、愛液を滴らせる蜜口へと指を押し付けた。

「は……ぁあ……んぅ……」

　アロイスは溢れる蜜を指先に纏わせ、狭い蜜口の入り口を確かめる。

「……フィオナ……」

「ん……ふ、ぁ」

　口付けを繰り返し、フィオナの気を逸らしながら、アロイスは蜜口へと指を侵入させていく。

「痛くはない？」

「は、い」

　アロイスの問いかけにフィオナはこくこくと頷く。痛くないのは確かだ。けれど違和感はある。

　いくら知識としては知っていても、実際に体験するのとでは違う。

　それでも止めて欲しいと思わなかったのは、相手がアロイスだったからだ。

　彼のことが愛しいから、受け入れたかった。

「ん……んんっ……ぁ……」

　アロイスの指は浅いところを出し入れして、慣らすようにゆっくりと擦ってくる。

　だが、未知の感覚が強く、フィオナの体はそれだけでは快楽を拾い切れない。

「あ……ぁあんッ」

　中を広げられながら先ほど達せられ、敏感になった花芽を指で押し潰され、フィオナは大きく喘いだ。

「あ、ぁ……」

　身動ぎをしたら、咎めるように耳朶を齧られる。

　甘噛み程度の噛みだったけれど、体はその微々たる刺激にも反応してしまう。

「可愛い」

　ひどく愛おしそうな甘い声で囁くと、アロイスは頬に口付けてくる。どきどきしてしまって、顔は熱くなるばかりだ。

　彼の指が少しずつ蜜口の奥へと進んでいく。一本だけだった指が二本に増え、中を広げられ慣らされていくうちに、感じていた異物感は疼きへと変わっていった。

「あ、ぁあ……っ」

　胸を揉まれて、先端の赤く色づいた突起を摘まれる。

　蜜口に差し入れられた指が内壁を擦り、尖った花芽を親指で責め立ててきて、フィオナの視界は弾け、真っ白に染まった。

　びくんと体が跳ねる。二度目の絶頂が、フィオナの体を襲った。

　荒い呼吸を繰り返しながら、涙の膜が張った瞳でアロイスを見つめる。

「は……ぅんん……」

「フィオナ……」

　口付けの合間に掠れた声で名前を呼ばれて、フィオナの胸が大きく跳ねた。唾液が絡まるぐらいの激しい口付けにフィオナの息は絶え絶えだ。

　お互いのくちびるを繋いでいた銀の糸が切れる。アロイスが覗かせた赤い舌で唾液を舐めとる仕草が艶っぽくて見惚れてしまう。心臓がドクンドクンと激しく高鳴る。

　アロイスはベルトに手をかけると、トラウザーズを寛げる。

　その下から現れた雄芯はアロイスの容姿からは想像できないほど、凶暴な大きさをしていた。

「っ……」

　そそり立ったそれを見て、フィオナの目に怯えが浮かぶ。

　果たしてこんなに大きなものを……受け入れられるだろうか。

「……ごめん、やっぱり、止めよう、か」

　フィオナの目に怯えが浮かんだことを見抜いたアロイスが、欲情を噛み殺そうとするようにそう呟いた。その表情は苦しげに歪んでいるが、それもまた色っぽい。

　彼の表情に浮かぶ苦痛は雷に怯えていたときと違う、劣情で苦しむ雄の顔だった。

　――苦しいのはフィオナだけではない。

　そう思ったら、フィオナは首を横に振っていた。

「っ大丈夫、です、から……あろいすさま、おねが、い」

　何とかぎこちない、拙い笑みを浮かべながらフィオナは彼に強請った。

　アロイスが眉根を寄せて、大きく息を吐き出す。

「……フィオナ、そんな風に強請る相手は、一生俺だけだって約束して」

　その言葉に深い意味を考えないまま、フィオナはこくこくと頷く。

　満足そうにアロイスは口角を上げて笑みを浮かべると、硬く、熱を帯びた雄心の切っ先を彼女の蜜口へと押し付けた。

　押し込まれた雄芯が、愛液を溢れさせる狭い蜜口に侵入する。

「ひ……ぁ……い、たぃ……」

　慣らされたと言っても、指とは比べものにならない圧迫感に痛みが湧き上がり、フィオナの瞳から涙が溢れて目尻を伝い落ちていった。

　宥めるように口付けが落ちてくる。小さなふくらみの先端を捏ねられると、快楽で背中が震えた。

「っフィオナ、ごめん……っ」

　耳元にアロイスの苦しそうな吐息が落ちてくる。

　苦しいし、痛い。けれどきっかけは何であれ、彼と――好きな人と体だけでも結ばれるのなら、この痛みすら受け入れたかった。

　大丈夫だと伝えたくて、アロイスと目を合わせ、ぎこちないながらも笑みを浮かべる。

　そうしたら再び口付けが落ちてきて、フィオナはアロイスの首に腕を回しながらその口付けを受け止めた。

　アロイスはフィオナに気遣いながら腰を進めてくる。降ってくる口付けや愛撫に宥められ、彼にしがみついて痛みを必死にやり過ごす。

　やがて、ぴったりとお互いの腰がくっついた。

　フィオナの頬にかかった髪を払いながら、労るようにアロイスは何度も口付けをしてくれる。愛おしげに細められた瞳に見つめられ、その視線の熱にフィオナの胸は高鳴った。

「……なるべく優しく、する」

「は、い」

　顔の横に突かれた手でフィオナの髪をひと掬い撫でると、アロイスはゆっくりと腰を動かし始めた。

　内壁を雄芯が擦る。まだ狭い中は、彼が動くたびに痛みを生んだ。

「んっ……んぁ……ぁっ」

　ゆるゆると官能を高めるようにゆっくりと擦られる。

　触れられている箇所から熱が上がっていく。

　揺らされているうちに、痛みと違和感以外の感覚を感じ始め、フィオナの声に甘さが混じり始めた。

「あ……ぁ、あっ……ふ、あぁっ」

「は……っフィオ、ナ……」

　雨の音がひどく遠くに聞こえる。

　代わりに、ぐちゅぐちゅ、と蜜がかき混ぜられる淫猥な水音がフィオナの耳を支配した。

「ふぁ……あっ……アロイ、スさま……ぁ、あんっ……！」

　緩慢だった動きが次第に速さを増していく。

　奥を突かれて、フィオナの体がびくん！　と跳ねた。

「ここかな」

「ひぅっ……あ……あっああっ」

　片足を掴まれ、足を広げられる。弱いところを重点的に責め立てられ、フィオナは甘く啼いた。

　雄芯を受け入れている隘路を無意識に締め付けてしまって、アロイスが苦しげな顔をする。雄芯の先端で最も感じる奥を突かれ、フィオナの体は限界だった。

「ゃ……あ……アロ、イスさま、も、だめ、だ、めぇ……」

「……っああ、俺ももう、持たない……ッ」

　掠れた、色っぽい声が降ってくる。

「ぁ、あ、ぁ……ッ」

　強く突き上げられて、フィオナは体を震わせる。そしてきつく締め付ける中に、遅れてアロイスが熱い白濁を注ぎ込んだ。

　ひどく体が疲れていて、うまく体が動かない。乱れた呼吸はなかなか落ち着いてはくれなかった。

　それはアロイスも同様だったが、そもそもの体力が違う。先に冷静さを取り戻したのは、アロイスの方だった。

「――フィオナ」

　くたりとベッドに四肢を投げ出すフィオナの紅色に薄く染まった顔に口付けを落とす。

　彼女を大切な宝物のように抱き締めて、アロイスはベッドに横たわる。

　ぼんやりとした意識の中、フィオナはぎこちない腕を動かして彼の頭を引き寄せる。直後に、抱き締められる腕の力が強まった気がした。

　――彼の傍にいたい。例え、それが今だけだったとしても。

　じくりと胸が痛んだけれど、フィオナは思ったことを口にはしなかった。

　いずれ彼がいなくなることはわかっている。この想いは不毛だとわかっていたから。

　うとうとと目蓋が落ちそうになる。それを必死に繋ぎ止めようと頑張ったが、睡魔には勝てなかった。

「……愛してる、フィオナ」

　アロイスがそんな情熱的な告白を囁いていたけれど、すべて聞き取る前にフィオナの意識は眠りの中へと沈んでいった。
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　――鼻を擽るいい匂いに、フィオナの睫毛が震える。ゆっくり瞳を開けると、室内はまだ仄暗かった。

　ただ外からは雨の音も雷の音も聞こえないので、きっと嵐は止んだのだろう。

　ぼんやりとした頭でフィオナは目を擦りながら辺りを見回す。

　匂いはキッチンからしてくるようだ。そこに、見知った背中が見える。

　フィオナが身動ぎするとベッドが軋み、その音を耳聡く聞き取った彼は振り返った。

「おはよう」

　彼――アロイスは、穏やかな微笑を浮かべて挨拶してくる。

　だが、目覚めたフィオナは動揺していた。

「お、はよう、ございます」

　彼の顔を見て昨夜のことを思い出してしまい、顔が熱くなってくる。辛うじて挨拶は返せたけれど、声は掠れてしまっていた。

　腰から下は思うように動かず、下肢に痛みが走る。

　何より甘い目で見つめてくるアロイスを直視できなかった。

　そんなフィオナの状況を知ってか知らずか、彼はそこには触れずに用意していたカップをフィオナに差し出した。紅茶とミルク、それと蜂蜜の甘い香りがする。

　一口飲むと柔らかい味が口の中に広がった。

　一息吐いたら、少しだけ心が落ち着く。

「今日も仕事？」

「え？　あ、いえ、今日はお休み、です」

　アロイスがベッドに腰掛けながら、問いかけてくる。

　突然の質問に驚いて、返す言葉がたどたどしくなってしまった。

　優しい視線にどきどきしていたら、アロイスの手が伸びてきて、フィオナの顎を掬う。そして自然な動作でくちびるを塞がれた。

　思わず手から力が抜けてカップを落としそうになる。しかし手にアロイスの手が添えられたお陰で、カップを落とさずに済んだ。

「……もう帰らないとならない」

　顔を赤くしていたフィオナにアロイスはそう切り出す。

　よく見れば彼は昨日脱いだシャツをきちんと着こなし、スラックスを穿いてブーツを身に付けていた。

　わかっていた、ことだったのに、落胆がフィオナの心に浮かんだ。

「台所にスープを作っておいた。卵もあったから、ついでにスクランブルエッグも。……良かったら食べて」

　こくりと頷くと、アロイスは頬を緩める。

「それと、昨日はごめん。天気の悪い――特に雷の鳴る夜は、どうしても昔を思い出して精神的に不安定になる。だからなるべく人と会わないようにしていたんだけど……昨日はどうしてもフィオナに会いたくて、店に行ったんだ」

　謝られたから嫌な予感が首をもたげたが、話を聞くとフィオナの予想とは違っていた。

　安堵している自分に気付いてフィオナは内心で自嘲する。

「――フィオナ」

　真っ直ぐ、アロイスに見つめられる。真剣な眼差しに目を逸らせない。

「君を抱いたのは、遊びなんかじゃない。一度でなんか、終わらせない。こんな形で始まる形になってしまったけど、俺とのこと、考えて欲しい」

　目を見開いたフィオナの頬をするりと撫でて、

「また店に行くよ」

　そう言い残し、アロイスはフィオナの家を出て行った。

　残ったのは、次第に顔を真っ赤にしていくフィオナだけだ。

　――願わくば、誰にも彼と一緒の姿を見られていませんように。

　その願いが叶ったのか、そのあと何も噂にはならなかった。そのことに、フィオナはほっと胸を撫で下ろす。

　けれどそれからアロイスは店に来るたびに以前より明確にフィオナのことを口説くようになった。

　その所為でマドリーンを始め、村の人たちから毎回からかわれることになる。

　だが、それから間もなくして、フィオナは思い知ることになったのだ。

　何も知らない方が幸せなこともあるのだ、と――。
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　朝帰りするところこそ見られなかったようだが、アロイスがフィオナを口説いている、という話が村の中に広まるのに、それほど時間はかからなかった。

　何せアロイスは、他の騎士団員と一緒にいても目立つ。

　蜂蜜色の髪、黒曜石のように美しい漆黒の瞳、整ったかんばせに、すらりとした長身。そして服に着られた、という感じではなく、しっかりと騎士団の団服を着こなし、とても似合っている。

　アロイスは村の女性たちからの人気も凄いが、村の男衆からもなかなかに好かれているらしい。時折、楽し気に話しているところを見かける。

　そんな彼がフィオナに甘い言葉を掛けているところを見られたなら、噂が持ち上がるのは当たり前のことだった。

　加えてフィオナが村の中で偶然アロイスと会ったりすると、ひどく嬉しそうに表情を緩めることもまた、信ぴょう性を増す要因になっていた。それはもう甘ったるく、花が咲きそうなぐらいの微笑みを浮かべているのだ。フィオナが買い物途中だったりすると、荷物を持ってくれたり、買い物を付き合ってくれたりする。

　大丈夫だと言っても、「俺が手伝いたいだけだから気にしないで」と言われれば、断れなかった。

　村の大半の人はそんなふたりを茶化したりして好意的に接してくれているが、母ひとり子ひとりでこの村で生活していたことから、体で誑かして虜にさせたのでは？　という中傷にも取れる噂も出回った。ベンとマドリーンは憤慨してくれたが、フィオナは否定も肯定も、何も言えなかった。

　あながち間違いでもないと思ったからだ。

　――精神的に不安定なときに傍にいたのがフィオナだったから、好いてくれたのではないか。

　ずっとそんな考えが頭をもたげていたから。

　けれどフィオナには、そのことを面と向かって尋ねられる勇気はなかった。もしアロイスが冷静になって考えたら、たまたま傍にいたフィオナを好きになったのだと肯定されたら、元の関係――パン屋で働く娘と常連客――に戻れる自信はない。

　それでも、彼と顔を合わせ、言葉を交わせるのは嬉しくて複雑な感情で胸がぐるぐると渦巻いていた。

　フィオナが悩み、隠しごとをしていることに、きっとアロイスは気付いているだろう。

　会うたびに「何かあったらすぐに俺に言って」と笑いかけてくれるから。

　だからこそ苦しかった。

　そうやって答えの出ない悩みをひとりで考え込んでいると、さすがにマドリーンには様子がおかしいことを見破られて、何かあったのかと尋ねられた。

　それとなく話をすると、そんなふうに思うのはフィオナだけだと驚かれ、そして、

「あんなに一途な男は他にいないよ」

　と言われた。

「まあ精々拗れないぐらいに悩めばいいさ。恋に右往左往するのは、恋する女はみんなすることだからね」

　マドリーンはそう言って、フィオナの頭を撫でてくれる。






　――それが、ほんの数日前の出来事だった。だけれど今のフィオナにとって、ひどく昔のことのように思えてならなかった。

　忙しくしていたいときに限って客入りはゆったりしている。

　だから尚更、思い出してしまう。何度目なのか、もうわからない。何度ところか恐らく二桁は超えているだろう。

『アロイス様、騎士っていうのは仮の身分で――』

　そして再び脳裏に、昨日の出来事が繰り返し映し出された。






　発端は昨日に遡る。いつも通りフィオナは仕事に精を出していた。

　出勤して朝のラッシュを乗り切り、お昼の忙しさを過ぎ、昼食を食べて少しして、いつもの時間にやってくるアロイスに口説かれ、顔を赤く染めながらも仕事をこなす。

　合間に常連客と世間話をしたり、ベンとマドリーンのパン作りの手伝いをして、いつも通りに一日が終わる――はずだった。

　けれど領主の家で使用人として働く常連客のひとりが訪れ、フィオナの顔を見るなり興奮気味に耳打ちされた話に、フィオナは『今日』がいつも通りで終わらないことを悟った。

「フィオナ、凄いじゃない！　アロイス様、騎士っていうのは仮の身分で、本当は隣国の王子様なのでしょう？　そんな方の心を射止めるなんて、まるでおとぎ話のヒロインのようだわ！」

　彼女がお使いで購入したパンを袋詰めにしていたフィオナは、その話に動きが止まった。寝耳に水の話だったからだ。

　――アロイス様、騎士っていうのは仮の身分で、本当は隣国の王子様なのでしょう？

　彼女はどうやら、領主の屋敷での仕事中に偶然その話を聞いてしまったという。すぐに口止めをされたけれど、アロイスとの噂の相手であるフィオナには我慢ができなかったらしい。

　もしかしたら彼女はフィオナがとっくにそのことを知っていると思ったのかもしれない。話すことで真偽を確かめようとしたのだろう。

　まさかそんなはずはない、と否定をしようとしたけれど、言葉が出てこなかった。

　完全に否定をできるほど、フィオナはアロイスのことを知っているわけではないと気付いてしまったから。

　自分が知っていることは、彼が隣国の騎士であること、よく買っていく好きなパンと天候が悪いと精神的に不安定になること、意外に料理が上手で、フィオナを見つめるときにひどく甘く優しい瞳をすることぐらいだった。

　だけどそれは、おかしかった。フィオナが知るストーリーの中で、アロイス・ニヴェール……否、アロイス・ルヴィエは、設定も含めてきちんとキャラクターが作られていたはずなのだから。

　――あ、れ……？

　頭の中に浮かんだ彼の姓を訂正した瞬間にフィオナは激しい頭痛に襲われた。思わず、その場にしゃがみ込む。

　そして走馬燈のように今まで思い出せなかったことも含めて、記憶が蘇ってきた。

　――アロイスは、隣国・ルヴィエ王国の第二王子。なので正しい姓は、彼が名乗っていた「ニヴェール」ではなく、「ルヴィエ」だ。「ニヴェール」と言うのは借りた姓で、王子だと気付かれないために偽名を使っていた。

　有事の際には騎士団の総指揮官となるが、基本的には騎士ではない。

　今回彼がこの国にやってきたのは、兄の名代としてだった。

　だが、それとは別の目的があり、そのために普段は第二王子の姿を隠していた。

　その目的と言うのは、ある少女を探すためである。

　アロイスは昔、この国である少女に命を救われたという過去がある。少女はアロイスにとって恩人で、彼女を探し、恩を返すために騎士に扮して生活していたのだ。

　第二王子と名乗るよりも騎士の方が、身分的に身構えられにくいため。

　今まで彼の正体に誰も気が付かなかったのは、第二王子は滅多に表に出てこないからだ。この国に使者としてやってきているという状況は知っていても、直接目にしない限りは顔まではわからない。

　彼の『アロイス』という名前だって聞き覚えはあっても、まさか第二王子本人が騎士に変装して紛れているなんて誰も思わない。

　蘇る記憶に、彼の正体――今までに靄がかかっていたことが嘘のように晴れていく。

　彼の本当の正体を知り、フィオナは心の中で自嘲気味に笑った。

　――この恋が実らないことなんて、知っていたはずだ。

　王子であるアロイスと庶民であるフィオナが結ばれることは有り得ない。

　再びぱちん、と記憶の風船が割れる。

　そして身分差があろうとなかろうと、自分とアロイスがハッピーエンドを迎えることはない、決定打の記憶を思い出してしまった。

　――あの話の中で、アロイス様には婚約者がいた。その相手は、確か。

　――確か幼いころに彼を助けた、初恋の隣国の貴族の娘だって。

　一瞬、フィオナは呼吸を忘れる。

　前世のフィオナが好んだ物語の中に出てくるアロイスは、今とそれほど年が変わらなかった。と言うことは、別れの日はそれほど遠くはない。

『君を抱いたのは、遊びなんかじゃない。一度でなんか、終わらせない。こんな形で始まる形になってしまったけど、俺とのこと、考えて欲しい』

　そう言ってくれた通り、今は本当にフィオナのことを好いてくれているのかもしれない。

　けれど、フィオナの知る彼は自分を助けてくれた初恋の少女と結ばれる運命で。

　一時的には繋がれる手も最終的には離れてしまう定めなのだ。

　わかっているのに胸が苦しかった。

　フィオナがしゃがみ込み、常連客の少女が慌てたことでベンとマドリーンが奥から顔を覗かせる。マドリーンが慌てたような声を上げた。

「っ大丈夫、です。ちょっと頭痛がしただけですから」

　フィオナはそう言って、ゆっくり立ち上がった。

　何とか作り笑顔を浮かべてベンとマドリーンを見ると、彼らは表情を歪めている。

　店内に少女以外の客はおらず、彼女が声のボリュームを落としてくれたお陰で、話はベンたちには聞こえてはいないはずだ。

　巻き添えを食らわず、落下せずに台の上に乗せられたままだったパンの袋の口を留める。

「……今の話、アロイス様本人から話があるまで秘密にして欲しいの。お願い」

　彼女からお金を受け取り、パンの袋を渡すときにこっそりそう囁く。

　彼女はこくこくと頷き、フィオナの心配をしながら帰っていった。

　幸いなことにそのあとから少し慌ただしくなって、今しがた知った衝撃の事実を考えずに済んだ。フィオナは笑みを浮かべて口と手を動かし続け、接客をする。

　ベンとマドリーンは最後まで心配そうな顔をしていたが、大丈夫だと言って帰路についた。

　帰り道、どこからか誰かの視線を感じた気がして、背後を振り返る。けれど振り返っても見慣れた村人たちがそれぞれ帰路に向かって歩いているだけで、考え過ぎかと胸元で手のひらを握り締める。

　もたらされた話もそうだし、思い出した記憶に少し気持ちが滅入っているようだ。

　見られているなんて気のせいだと自分に言い聞かせてフィオナは早足で帰路を急いだ。

　帰宅したフィオナは食欲が湧かず、ぼんやりと沸かしたミルクを飲みながら考える。

　自分のアロイスへの気持ちをフィオナはもう気付いていたけれど、彼の素性を知り、彼の未来を知ってしまった今、正直になることは怖かった。

　別れがわかっているのに刹那的な恋に溺れるなんて不毛すぎる。彼の言葉に返事をする前で良かった、まだ気持ちの整理は付く、と。

　……涙が零れてきたのは、少し疲れただけだと言い訳をした。






　例え寝不足でも朝はやってくる。

　話を聞いた翌日である今日もフィオナはいつも通りに出勤し、知ってしまった話を忘れたくて仕事に没頭した。

　ベンとマドリーンが心配してくれているのは言葉でも視線でも感じていたが、何でもないと言い張る。

　ここのところ頭痛が酷くて、それで少し体調が悪いのかもしれないと言ったら休むことを勧められたが、フィオナは断った。動いている方が苦しいことを思い出さずに済むのだ。

　ずきん、と頭が痛む。今日何度目の頭痛なのか、フィオナはすでに考えるのを止めた。

　――アロイスが雷雨の日に精神的に不安定になるのは、幼少時に刺客に命を狙われ、命からがら城から逃げ出したことがフラッシュバックするからだ。

　思い出したくないのに靄がかかったように思い出せなかった物語の記憶が蘇ってくる。

　昨日、フィオナの元にもたらされた話によって、彼女はアロイスがどうしてこの村に来たのか、その理由を思い出してしまった。

　――知らなければ、良かった。

　彼が本当はただの騎士ではなく、隣国から来た第二王子その人だったなんて。

　彼が幼少時に自分を助けてくれた少女を探すためにこの国に来たなんて。

　頭の中もぐちゃぐちゃで、心の中も気持ちを整理しきれていなくて苦しかった。

　マドリーンに無理を言ってお昼の時間を代わってもらったのは、アロイスと今は会いたくなかったからだ。どんな顔をすればいいのかわからなかった。

　ベルが鳴って来客を告げる。

　後ろを向いていたフィオナは振り返った。

「いらっしゃ――ッ」

　挨拶が途中で途切れる。気付いたら彼から逃げるため、距離を取ろうとしていた。

「こんにちは」

　今日に限って、いつもの時間よりも早くアロイスはやってきた。今はマドリーンが休憩を取っているので、カウンターに出られるのはフィオナだけだ。逃げられなかった。

　蜂蜜色の髪がきらきらと輝いて、柔らかな黒色の瞳がフィオナを見つめる。

　だがすぐに彼は早足で近付いてきて、固まるフィオナの顔を覗き込んできた。……険しい顔をして。

「……フィオナ」

　低い声で名前を呼ばれて、フィオナは肩を揺らしてしまう。

「っどう、しましたか」

　絞り出した声は震えてしまった。素知らぬ顔をしてフィオナが首を傾げたら、アロイスが眉根を寄せる。彼の瞳がじっと見つめてくる。

　逸らしたいのに、逸らしたら何かあったと認めているようで目を逸らせない。

　しばらく見つめ合っていたが、先に折れたのはアロイスの方だった。

　――きっとそれもまた、彼の優しさだったのだろう。

「何かあったら、すぐに言って欲しい。……必ずだ」

　フィオナはこくりと頷いた。アロイスは少し複雑そうな顔をして、いつもより少ないパンを購入していく。

　パンの入った袋を渡すときに指先が触れた。袋を持つ手が震えて落としそうになるのを必死に堪える。

　あんなに彼と顔を合わせるのが嬉しかったのに、今は苦しくてたまらなかった。

「それじゃあ、また来るよ」

「……っありがとう……ございます」

　決まった挨拶を口にする。

　――視線を俯かせていたフィオナは気付かなかった。アロイスもまた、苦しそうな、寂しそうな表情をしたことに。

　その翌日も、翌々日も、アロイスは毎日、店に寄ってくれる。

　そしてフィオナのことを案じてくれているのが、ひどく心苦しかった。






　フィオナがアロイスを避ける理由に拍車をかけたのが、毎日のように前触れなくやってくる頭痛だった。そのたび、物語の中でのアロイスのことを思い出させる。

　アロイスの母は彼を生んですぐに亡くなり、その所為で父からは疎まれて育ったことや、唯一、母違いの兄だけが彼を気にしてくれていたこと。

　アロイスには幼少時に付けられた近衛騎士がいて、彼は昔、アロイスを襲撃してきた敵から逃がすため刀を交えたとき、片目を負傷して隻眼になってしまったこと。

　そのときに逃げ出したアロイスは命を懸けて隣国へ逃げ、そのときに初恋の娘と出会ったのだ。しかし自らの立場を考えると、このまま隣国にずっとい続けることはできない。

　彼女の元から去り、アロイスは自国へと戻った。

　しばらくして父が亡くなり、そのあとを継いで王になった兄からは変わらぬ家族の情を注がれているが、同時に敵に回すことは恐ろしいと思われている――。

　ひとつ、またひとつと、頭痛とともに彼のことを思い出してしまう。

　だが同時に、この世界で生きる彼の声や匂い、体温を思い出す。優しく笑いかけてくれるアロイスの姿が脳裏に浮かんで、胸がツキンと痛んだ。

　フィオナ、と呼びかけてくれる、低すぎず高すぎずの聞き心地のいい声が好き。

　熱の籠もった眼差しで射抜かれて、あの夜、抱き締めてくれた腕の暖かさに、鍛え上げられた肉体の逞しさに、どきりとした。

　感じたあの熱は、けして夢ではない。

　――だがもう、あの熱を感じることはないのだろう。

「今日もアロイス様来なかったねえ」

「そう、ですね」

　店を閉める片付けをしながら、マドリーンの言葉にフィオナは頷く。

　アロイスが隣国の第二王子だったのだと知ってからおよそひと月、フィオナの職場に彼が突然顔を見せなくなって、半月が経っていた。
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　さわさわと緑の葉が擦れて揺れる。太陽は雲に隠れているが、広がる空は青空だ。

　フィオナは両手に鮮やかな色の花束を持って、村の裏手の開かれた木々の道を歩いていた。

　この先には村の共同墓地がある。フィオナの母は、そこに眠っていた。

　毎月、フィオナは母の亡くなった日に欠かさず墓参りをする。

　だが今月はアロイスのことがあって頭も心も余裕がなく、休日は寝込んでいることが多かった。

　仕事が終わったあと、日暮れに女ひとりで立ち寄るには危ない。

　そのため、今月は日をずらして墓参りに向かっていた。

　昼過ぎに家を出て、花屋で購入したのが手に持っている鮮やかな色彩の花束だ。それは母が明るい色合いを好んでいたからで、花屋のおばさんも墓参りへ行くと言うとフィオナの母の好みのように花束を作ってくれる。

　花に迷っているとおすすめを教えてくれて、サービスまでしてくれた。

　花屋のおばさんだけではなく、この村の人は皆、優しくて温かい。

　でなければ夫はおらず、未婚で子ひとりを抱えた母を受け入れてはくれなかっただろう。

　ここまでフィオナが何事もなく育ったのは、慈しんで育ててくれた母と、ベンやマドリーンを始めとする村の人たちのお陰だ。

　村の先にある森を抜け、集合墓地から少し離れた場所にフィオナの母の墓はある。

　――初めは母を墓に入れることも、できるかわからなかった。

　何せ母の死は、あまりに早すぎた。

　どうしたらいいのかはフィオナもわかっていたが、いかんせんフィオナは幼かった。手元にあるお金は限られていて、先立つものがない。

　そんなフィオナにベンやマドリーンを始めとした村の人たちはお金を工面しようとしてくれた。そのお金はもちろん、頑張って働き、少しずつでも返していこうと思っていたのだ。

　だがその矢先に訪ねてきたのが、庶民の格好をした、母の古い知り合いだと名乗る男だった。庶民の格好をしているが、それにしては綺麗な身のこなしをする人で、年は亡くなったフィオナの母と同じか、それより少し上ぐらいだろうか。

　彼はフィオナを見て目を見開いた。そして状況を知ると、フィオナの母には昔世話になって返しきれない恩を貰っている。だから葬儀については自分に任せて欲しいと言って引かなかった。

　もちろんフィオナは驚いたし、戸惑った。村の人たちも怪しいと口を揃えて言う。初めはその申し出を断ったのだ。

　だが男は引かず、ベンやマドリーンを始めとした村の人たちにも頭を下げたらしい。

　そして彼がせめて何かお返ししたいと言ったフィオナに望んだものは、母の墓参りの許可だけだった。その言葉通り、男はフィオナほどではないにしろ、母の墓参りに頻繁に訪れてきているようだ。

　つい先日も明るい花を持って墓に向かっていったと村の人が教えてくれたばかりだった。

　軽い足取りで、フィオナは森を抜ける。

　――またアロイス様の話ばっかりしたら……お母さんに呆れられちゃいそう。

　前回来たときは、アロイスの話だらけになってしまった。今日も気付いたら同じような内容になってしまうだろうなと、フィオナは自嘲する。

「え……」

　墓地が見えてくると、そこに在った人影にフィオナは驚いた。

　もちろん共同墓地なので、フィオナの母だけの墓があるわけではない。他に墓参りに訪れる人がいたとしてもおかしくないだろう。

　だけれど、その人物がここしばらく見ていなかったアロイスで、しかも彼が立っているのがフィオナの母の墓の前であったなら、彼女が驚くのも無理はない。

　思わず動揺の声が零れる。持っていた花束を取り落としそうになった。

　巻かれた包装紙が音をかさりと立てる。

　僅かな音だったのにアロイスはその音に気付いたようで、彼は顔を上げてフィオナの方へ視線を向けた。

　よく見れば彼の頬には大きなガーゼが貼ってあり、顔色もどことなく青い気がする。

　ふたりの視線が絡み合う。だが先に目を逸らしたのは、アロイスの方だった。

　フィオナは胸がずきりと痛んだけれど、それを顔には出さないように奥歯を噛みしめる。

　そもそも先にアロイスのことを避け出したのはフィオナの方だった。アロイスの態度は当たり前とも言えた。

　花束を持つ手が震え、彼に視線を逸らされてフィオナの視線は地面を見つめる。

　一歩ずつ、彼のいる方へ近付く。

　先に去られるかと思ったが、彼は一歩下がってフィオナのスペースを確保してくれただけで、その場に留まってくれた。

　そのことにほっとして、フィオナは恐る恐る口を開く。

「お久し、ぶりです」

「……ああ」

　返ってきたのは彼らしくない、短い返事だった。

　そのことを不思議に感じながらも、彼と久しぶりに会ったことで少しだけ心が浮き足立っていた。

　母の墓前に花を供えようとしたら、アロイスが置いてくれたものなのだろう、明るい色合いも混じった柔らかい雰囲気の花が供えられていた。

　しゃがみ込み、その隣にそっと花束を置く。

　そして意を決して、フィオナはアロイスに尋ねた。

「あの、アロイス様は、母とお知り合いだったんですか……？」

「いや、俺が一方的に知っていただけで、彼女は知らなかったと思う。……昔少し、世話になったことがあったんだ」

　付け加えられた言葉に、どきりとする。

　一瞬アロイスの初恋の相手は母だったのかと思った。だが、それにしては年齢が離れ過ぎている。何より物語の中に出てきたアロイスの初恋の相手は、間違いなく年下だった。

　その瞬間、ずきん、と頭に痛みが走る。

　一瞬表情を歪めたフィオナだったけれど、背中を向けていたことで幸いなことにアロイスには気付かれなかったようだ。

　しかし、いつもならば頭痛のあとにやってきていた記憶の波がやってこない。その上、思い出してすぐに落ち着くはずの痛みは、その所為なのか長引いていた。

　――いつもの頭痛じゃなくて……風邪でもひいたのかな……

　早く帰って温かいものを食べて、早めに眠った方が良いかもしれない。アロイスはもちろん、ベンやマドリーン、店にやってきてくれるお客さんにうつすわけにはいかない。

　――お母さん、ごめんね。やっと来られたんだけど、少し体調がおかしいから今日はもう帰ります。また来るね。

　頭が痛いことを悟られないように、ゆっくりと立ち上がり、フィオナは母の墓を見つめる。

　だが、まるで警鐘を鳴らしているかのように頭痛はフィオナを苦しめた。

　嫌な汗が背中を伝う。

　アロイスに別れの言葉を言わなければ。それと、また店で待っている、ということも。

　振り返って、笑顔を作って、それから。

「――フィオナ、どうしたの」

　だが、フィオナが口を開くより先に、アロイスは彼女の異変に気が付いた。

　肩に手を添えられて、びくんとフィオナの肩が揺れる。

「っ何でも、ありません」

　首を横に振って、フィオナはアロイスの言葉に首を横に振った。気付かないで、と心の中で願う。

　だが、アロイスは躊躇なくフィオナの手を引いて、振り向かせた。

　は、と彼が息を呑んだような気がした。フィオナはそっと顔を背ける。

　きっと今の自分は、ひどい顔色をしているのだろうと予測ができたから。

「フィオナ」

　先ほどよりも強い口調で名前を呼ばれた。逃がさないと言うようにアロイスはしっかりとフィオナの手首を握る。

「――でん……アロイス様」

「ジャンか」

　だが、そこに聞こえてきた第三者の声にアロイスの言葉は続かなかった。

　アロイスが呼んだ名前は聞き覚えのあるもので、フィオナの心臓が大きく跳ねる。動揺を悟られないように。ゆっくりとそちらに顔を向けた。

　その人を見て一番に目が行ってしまうのは、片目を隠す眼帯だろう。やや威圧感を感じる容姿だけれど、その顔立ちは整っている。

　風に、銀色が輝いた。

　――ジャン・ニヴェール。

　幼いアロイスを敵から逃がす際に片目を失った、彼の護衛騎士だ。だが、実力は片目を失っても尚変わらず、アロイスからも信頼されて共にこの村へとやってきていた。

　何度もアロイスと一緒にいたところを見たことがあったのに、どうして彼のことに気が付かなかったのだろうか。

　ずきり、とまた激しい頭痛が走る。思わずフィオナが目を瞑ったら、やっと、と言っていいのか、新しい記憶が思い出される。

『ご自身の身分をもう少しお考えください。いくら騎士の姿に扮していても、気付く者がいないわけではない。あの墓地のときのように、あなたの命を狙っている人間がいないとは限らないのですよ。――まあ、アロイス様にとってはそのお陰で……』

　――そのお陰で……その先は、何だった……？

「殿下！」

　しかし言葉の続きを思い出すより先に、ジャンの鋭い声が耳に入った。

　目を開いたフィオナの目に、アロイスの死角になる場所から人影が現れるのが見えた。その手には、きらりと光る何かがある。

　それが人を殺めるための凶器であることに気付いた瞬間、フィオナは咄嗟に飛び出していた。

　あれほど酷かった頭痛は、いつの間にか引いていた。

　――間に、合え……っ！

　きらりと煌めくそれが勢いよくアロイス目掛けて放たれる。

　周りに障害物がなくて良かった――そう思いながら、フィオナはアロイスに勢いよく抱き付いた。不意を突かれたアロイスはバランスを崩す。

　驚いたような顔をした彼が目に入った瞬間に、フィオナの上腕に鋭い痛みが走った。燃えるような痛み、というのはまさしくこのことを言うのだと自らの体で実感する。

　凶器が切り付けた場所から赤い血が流れていくのが視界の端に見えた。

　膝から力が抜けて、立っていられない。崩れ落ちかけたフィオナを抱き留めたのは、逞しい腕だった。

「っフィオナ、フィオナ……ッ」

　珍しくアロイスが慌てている。切羽詰まったような声がフィオナの耳に届いた。

　大丈夫だと言いたいのに体が思ったように動かない。呼吸が苦しく、目尻に痛みから来た涙が浮かぶ。

　頭がぼんやりとして、意識が今にも落ちそうだ。

　アロイスが怒りを露わにしたような声を上げている。交わる金属音は、剣だろうか。

　頭痛はすでに落ち着いているが、代わりに腕がひどく痛い。

　――一生動かないぐらいの重傷じゃないと、いい、なあ……

　片腕が動かなくなってしまったら、パン屋ではもう働けなくなってしまう。

「ッ……ジャン、フィオナを頼む……！」

「アロイス様！　あなたまだ先日の怪我が完治してな……！」

　アロイスとジャンのやり取りが微かに聞こえてきた。

　だが、激しい腕の痛みに意識を保っているのが難しくて、フィオナの意識は暗闇の中に落ちていく。

　意識が落ちる直前、どこか既視感のある、金毛の獣の姿が見えたような気がした。
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　フィオナがアロイスを庇い怪我をしたあと、アロイスは自身の状態を顧みず、ジャンにフィオナを任せ、刺客のあとを追った。自分だけではなく、愛しい人まで傷付けた人間を許してはおけなかった。

　そもそもアロイスがフィオナから距離を置いていたのは、ふたりを尾けているような気配を僅かながら感じていたからだ。幼少時に自身を襲った刺客は結局捕まってはいない。もしかして、という嫌な予感を覚えたのである。

　会いたい気持ちを抑え、不審な気配の主を探す。

　そして十日ほど前に、アロイスはその人物と対峙していた。

　剣で対峙したときに見えた刺客の目は、かつて幼少時に自身を襲った闖入者と同じもので、思わず体が竦んでしまった。その隙を狙われ、アロイスは怪我をした。

　やっとのことで怪我が落ち着き、足を向けたのがフィオナの母の墓だった。お礼と、謝罪を伝えるために。

　そこでアロイスはフィオナとともに再び襲撃に遭ったのだ。

　体が熱を帯び、獣の姿に変わっていく。よくよく考えれば、このときすでに『毒』は体に作用していたのだろう。だから身の危険を感じたときにだけ変わる体が変化したのだ。

　だがそのときのアロイスに、そこまで考える余裕はなかった。

　金毛の狼が森を駆ける。追い付くのにそう時間はかからなかった。

　だが、襲撃者はアロイスが追い付いたのと同時に自害を選び、谷から身を投げ出した。

　当時襲撃の命を下した貴族の当主は罰を申し渡され、今はもう亡い。

　当事者はおらず、刺客は自ら死を選んだ。真実を語る者はもういない。

　そして、何故今このタイミングでアロイスは再び襲撃されたのだろうか。次の王が決まっておらず、アロイスが王になる可能性があったときならまだしも、とうに成人し、兄が国を治めてしばらく経った今だったのはどうしてなのか。

　引き揚げた刺客の亡骸にアロイスは問い掛けたが、死者は何も語らなかった。
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　フィオナが意識を取り戻すと、そこは自分の家ではなく、彼女の家にはないような調度品の揃えられた部屋だった。

　僅かに開いた窓から優しい風が入り込み、頬を撫でる。窓から射し込む光は柔らかく、温かい。

　ぼんやりとした意識の中、フィオナは何も考えず、片手を持ち上げようとした。

「……――ッ」

　だが、激しい痛みが走り、フィオナは声にならない悲鳴を漏らした。痛みから来るものなのか目眩がする。

　そのお陰で目が覚めて、目覚める前のことを思い出すことができた。

　母の墓参りに行ったらアロイスに会ったこと。話をしていたら頭痛がして、そのことをアロイスに気付かれて問いかけられたこと。

　そこに彼の護衛騎士・ジャンが現れ、アロイスがそちらに気を取られた隙に彼の死角から光るものが飛び出してきて、咄嗟にフィオナが庇ったこと。

　光るものが凶器だと言うことには気付いたが、あれは人を殺めるために研がれたものだったのだろう。一歩誤っていたら、フィオナはすでにこの世にはいなかった。幸いにもフィオナは命を失うことはなく、また、腕を切断されずに済んだが、切り裂かれた腕はじくじくと痛みを訴えかけてくる。

　ゆっくりと、痛みを落ち着かせるように呼吸をする。

　片腕は動かせないが、もう片方なら。そう思ってもう片方の腕を動かそうとしたが、何故か動かせなかった。痛みはない。だが、重みがあるのだ。

　不思議に思っていると、重みを感じている方の手をぎゅっと握られた。

　視線を下ろすと、寝起きの顔をしたアロイスがフィオナをぼーっと見つめている。

　いつものきっちりとした身なりの彼とは違い、目の下に隈を作り、髪もぐちゃぐちゃだ。着ているシャツは辛うじて羽織っているという状況だった。

「お、はよ……ございま、す」

　久しぶりに出したかのように、掠れた声が出てくる。

　頑張って笑みを浮かべるようにそう言うと、アロイスの目が見開かれた。漆黒の瞳が真っ直ぐにフィオナを見つめてくる。

　恐る恐る、と言うように伸ばされた指先が彼女の頬を撫でた。

「フィ、オナ……」

「は、い」

　確かめるように、名前を呼ばれる。

　返事をすると、アロイスはくしゃりと表情を歪ませた。今にも泣きそうな顔で、震えた声で良かったと呟いた。

「五日、眠っていたんだ。フィオナの腕を掠めたナイフに毒が仕込んであった。その副作用で出血が多くて……まだしばらくは目眩が多いとは思うけど、血を増やすような食材の入った料理をしばらく取り続けていれば、体調は元に戻ると思う」

「そう、ですか」

　頷いたら、繋がれた手をぎゅっと握られる。

　そしてアロイスはどこか言い難そうに表情を歪めた。

「それと腕の傷のこと、だけど……」

　そう言って、アロイスは言い淀む。だから何となくアロイスが何を言おうとしているのかフィオナにはわかった。

　ゆるゆるとフィオナは首を横に振る。

「大丈夫、です。腕の怪我ですし、わたしが、庇いたくて庇ったの、ですから、どうか気にしない、でくださ……けほっ」

　声がいつものようにスムーズに出せなくて、ぎこちなくなってしまう。

　たくさん喋ったからか、思わず噎せてしまった。

　アロイスが水差しから水を汲んで口に運ぼうとしてくれたけれど、やんわりと断って、カップをもらう。喉を潤してから、フィオナは再び口を開いた。

「……このことで何か要求したり、例えば、責任を取って頂こうとも、思っていないのでご安心、ください……アロイス、殿下」

　言葉を選んで、フィオナはアロイスに言葉を伝える。

　――フィオナとアロイスとでは生きている世界が違う。彼の負担にならないように、彼の未来に影を落とさないように慎重に言葉を選ぶ。

　頬を頑張って緩めて、彼を安心させるように微笑んだ……つもりだった。

　だがアロイスは硬直して、その表情を強張らせる。

「……襲われた日、ジャンが俺のことを殿下と呼んだだろう？　目が覚めたら問われると思っていたから、そのときにすべて話そうと思っていた。だけどその口振りだと、その前から知っていたのかな」

　問いかけられて、フィオナは視線を泳がせる。だが、その動揺でアロイスにはそれが事実だと気付かれてしまったようだ。アロイスは深いため息を吐く。

「フィオナが俺を避けていたのは、それが理由？」

　躊躇したけれど、フィオナは小さくこくりと頷いた。

「そうか……」

　アロイスの返事にフィオナの心臓が苦しくなる。

　自分とのことを考えて欲しいと告白されて、とても嬉しかった。

　けれど、彼の本当の身分を知らなかったときと今では、立場が違う。

　彼と話すことは幸せで、いつまでもこのときが続けばいいと思った。同時に、いつ終わってしまうのかと苦しくて。

　ならば想い出にすることができる今、彼の手を離した方がきっとお互いに良い。

　だから別れを切り出すなら今だとわかっているのに言葉が出てこなかった。

　アロイスも頷いたきり、口を閉ざしてしまった。

　どう言葉を切り出そうかと迷っていると、突然解きかけていた手をアロイスに掴まれ、フィオナは戸惑いがちに視線を上げる。

　射貫いてくる漆黒の瞳に、背中がぞくりと震えた。

「アロイス、さま……？」

「真っ青な顔で横たわるフィオナを見たとき、もしこのまま目覚めなかったらどうしようかと思った。……ただきっと自分を許せないだろうと、それだけはわかった」

　穏やかな声だけれど、その瞳の奥に不穏な光がある。その穏やかでない色に背中が震えたのだ。

　勢いよく立ち上がったアロイスが、フィオナをじっと見つめる。

「だから、フィオナが責任を取ることを望んでいなくても、俺は責任を取りたい。それが例え、君の望まない形であろうとも、お、れは……っ」

　アロイスの表情が歪み、言葉が途中で途切れた。彼の体がベッドに崩れ落ちる。

　静寂の中聞こえてくる苦しげな呼吸音に、フィオナはただごとではないと気付き慌てた。掴む、と言うより繋がれている手がひどく熱い。

「……っ」

　片手はアロイスに掴まれているので動かせない。痛む腕を必死に持ち上げて、彼の額に乗せる。手のひらに伝わってくる熱さに、フィオナは息を呑んだ。

「っだれ、か……誰か……っこほ……！」

　扉の方に向かって声を上げる。

　掠れてしまってあまり大きい声は出せなかったけれど、何度も呼んでいたら、しばらくして扉を叩かれた。

「失礼！」

　とノックこそあったものの、フィオナが返事をする前に扉が開かれる。

　恐らく扉越しとは言え、あまりにフィオナの声が酷かったからだろう。

　部屋に飛び込んできたのは、片目を眼帯で覆ったアロイスの近衛騎士――ジャンだった。

「これ、は……」

　彼はフィオナに縋るようにベッドに崩れ落ちたアロイスを見て、目を見開く。

　誤解をされそうな状況に、フィオナは咳をしながら訴える。

「お話をして、いたら、けほ……突然、倒れて、しまって……あの、だから……っ」

　ジャンはフィオナのぎこちない説明をすべて聞いてくれた。

　主が女性を襲っている――にしては少しおかしいシチュエーションに表情を歪めると、その直後その目の色を変えた。

　慌てて近付いてきたジャンは、「すまない」とフィオナに謝って、アロイスの体を引き剥がす。

　ジャンはアロイスの肩を自分の首に回し、体を抱え直すと、次々に駆け込んできた騎士たちにいくつか指示をする。それから彼は顔だけをフィオナの方に向けて一礼し、アロイスを抱えて部屋を出ていった。

　フィオナはその様子を、呆然と見ていることしかできなかった。

　しばらくして医師らしき女性が駆け込んできて、彼女はフィオナの体調と傷の具合を見てくれる。

　どうやらアロイスがのしかかった重みで体調が悪くなっていないか、傷が悪化していないか、ジャンが気にしてくれて手配してくれたようだ。

　このときに、この屋敷がアロイスのこの村での滞在先だということを知った。フィオナはてっきり村長の屋敷の一部を借りて生活していたと思っていたが、どうやら違ったようだ。

　診断は問題なく、毒の所為でしばらくは痛みが続くだろうが、傷が塞がれば動かせるようになるとのことだった。ただ、傷跡は残ってしまうだろうと痛々しい表情でアロイスが言おうとしていたことと同じことを伝えられる。

　診察が終わり、彼女が部屋を出ていく。騎士団員たちも部屋から出ていき、フィオナはひとりになった。

　――アロイス様……

　脳裏に浮かぶのは、先ほど運び出されたアロイスのことだ。

　アロイスを狙っていたあのナイフには毒が仕込まれていたと聞いている。

　間に合ったと、助けられたと思っていた。けれどもしかして、それはフィオナの勘違いだったのだろうか。庇いきれず、アロイスの体を傷つけ、その毒が彼の体にも回ってしまっていたのか。

　もし、その毒が回って、フィオナとは違う症状がアロイスに出てしまったんだとしたら。

　――このまま目覚めずに、死んでしまったら……？

　――もう、アロイスがフィオナの名前を呼んでくれることはなくなってしまう……

　湧き上がる恐怖心に、フィオナの目に涙が浮かんだ。ぼろぼろと零れて、頬を伝って落ちる。

　気付いたら泣き疲れて眠っていて、次の日の朝を迎えていた。

　自分で用意するよりも豪華な朝食が用意されたが、お腹も減らず喉も通らず、フィオナはスープだけを無理矢理流し込んだ。

　体力を戻すのにも怪我を治すのにも眠るのが一番良いとはわかっていても、目を閉じるとぐったりとしたアロイスの姿を思い出してしまい、眠ることなんてできなかった。

　フィオナはぼんやりと窓の外を見つめる。

　――ベンさんとマドリーンさん、大丈夫かな……

　朝食を持ってきてくれた騎士の人に店のことを尋ねたら、怪我をして休むことはすでに伝えているのだと教えてくれた。ふたりはひどく心配してくれていたらしく、こちらのことは気にしなくて大丈夫だからと言ってくれたのだという。

　申し訳ない気持ちでいっぱいで、だけれどふたりの優しさに心がじんわりと温かくなる。

　一日も早く、回復しないと。

　そう思っても体は思うように動かない。食は相変わらず細く、医師にも心配される始末だ。

　そんな折、フィオナの元を来客が訪ねてきた。扉が叩かれ、返事をすると、

「ジャン・ニヴェールです。少し、宜しいでしょうか」

　と、静かな声が返ってくる。

　慌ててフィオナが返事をすると、ジャンは部屋へと静かに入ってきた。

　他にも誰かいるのかと思ったが、彼はひとりのようだ。

「先日は許可も得ずに立ち入ったこと、申し訳ない」

「いえ、寧ろすぐに来てくださって助かりました。わたしではアロイス……殿下を抱えることは、できませんでしたから」

　片手を負傷し、片手はアロイスに取られたまま、身動きに制限が出ていたあの状態では満足に動けなかっただろう。

　掠れた声だったけれど、気のせいだったと思わずに飛び込んできてくれた彼が有り難かった。

「あなたご自身も辛いにも関わらず、声を出してくださったお陰でアロイス様をベッドへ押し込むことができた。改めてお礼を申し上げたい。ありがとう」

　恐れ多くて、フィオナは首を横に振る。

　ジャンは一瞬、表情を緩める。そして表情を再び引き締めると、言葉を続けた。

「あの方を庇ってくれたどころか助けてくれて、体を張ってくれたあなたに、これ以上頼みごとをすることは我々としても申し訳ない。……だが、あとはもうあなたにしか頼めないのです」

「え？」

　表情を歪めるジャンにフィオナが首を傾げると、彼は今のアロイスの状況を教えてくれた。

「殿下――アロイス様が倒れられたのは、熱によるものです。今も尚、熱は下がっていませんが、そもそもの原因は先日、縫合するほどの大怪我を負ったからなのですが……」

　その怪我は五日前、フィオナがアロイスを庇ったときに襲ってきた刺客から、それからさらに十日ほど前に負わされた傷であると、ジャンは言った。

　数えてみたら、数日の誤差はあるものの、アロイスがパン屋に訪れなくなった日とほぼ一致している。

「そもそもそれから安静にしていてくれればこんなことにはならなかったのですが、五日前にあの刺客とやり合って傷が開いて縫い直したにも関わらず、医師の言うことを聞かずに出歩いて無茶をやらかしてくれまして」

　ジャンは頭を抱えて、ため息を吐く。

　それでもアロイスはフィオナの傍にいるときは、安静、と言っていいのかわからないが、静かだったという。縋るようにずっと手を握って、付き添ってくれたのだと。

　だが、所々で休息を取っていたとは言え、フィオナの傍にいるとき以外、彼は仕事をし続けていたらしい。

　ジャンは言い淀んでいたが、襲ってきた刺客は生きては捕らえられなかったらしく、その後処理やら何やらで無茶をしていた反動が五日前に、フィオナが目覚めたことで気が緩み、体調の悪化に繋がったのだという。

「……確かに傷は深かったし、悪化もした。熱も高いが、このまま安静にして薬を飲んでいれば、これ以上悪化することはないとの見立てです」

　その言葉に、フィオナはほっと息を吐き出そうと、した。

　だが、ジャンは言葉をかき消すように首を横に振る。

「普通であれば、……怪我を負ったのがアロイス様でなければ、ですが」

　フィオナが目を見開いてジャンを見ると、彼は厳しい顔で言った。

「あなたを傷つけた凶器に塗ってあった毒が、アロイス様に傷を負わせた剣にも塗ってありました。――この毒の、効果はふたつ。ひとつ目は説明させて頂いた通り、通常よりも傷を受けた者の出血量が多くなることです」

　どくり、とフィオナの心臓が、大きく高鳴る。

「ですが、本来このような使われ方はあまりされません。今回この毒が用いられた理由は、もうひとつの効果の方です。この毒のもうひとつの作用は、体内に入れてからおよそ半月後に、ある一定の条件化で発動します」

　アロイスが怪我をしたのは、五日前にフィオナが怪我をしたよりも十日ほど前――半月前だ。

　ぞくり、とフィオナの背中が震える。

「その、条件と……言う、のは」

「――その話の前に、ひとつ。あなたは、獣人という存在をご存知ですか」

　突然の問いかけに、フィオナは驚く。

　――じゅうじん……獣人……？　え？

　動揺するも、フィオナは彼の問いに答える。

「創作物での、存在だけ、なら」

「なら、この世界に今も数は少ないながらも生きていたと聞いたら、信じますか」

　畳みかけてきたジャンからの予想外の言葉にフィオナの思考が止まる。

「普通は、信じられませんよね。私も初めはそうでしたから」

　こうしてきちんと話をすることは初めてだけれど、ジャンは話の筋に関係ないことをわざわざ切り出してくるような人ではないだろう。

　布団の中で、フィオナはぎゅっと拳を握り締めた。

「アロイス様の母上、亡くなられた側妃様は、獣人の――その中でも特に少ないとされる狼族の血を引いていらした。狼族の血は女にはさして強く作用しませんが、男が生まれるとその血が強く作用します」

　どくん、どくん、と心臓が大きく鼓動する。

　ジャンがこのタイミングで獣人の話を切り出したということはアロイスに関係があるのだろう。そしてどんな関係なのか、考えなかったわけではない。だけど、同時に頭に浮かんだのは、そんな設定は知らない、ということだった。

　アロイスが獣人の血を引いているという記憶を、フィオナは前世の記憶の中からは思い出せなかったのだ。

　もしかしたらその箇所だけ見落としていたのかもしれないが、前触れの頭痛もない。

　もしかしたらフィオナがアロイスに関わったことで物語の筋書きが変わったのかと思ったが、そもそもアロイスの生まれたときに話は遡る。当然フィオナとアロイスは出会っていないわけで、フィオナの記憶の世界とは少しずれがあった。

「大丈夫ですか？　やはりお話しするのは、急過ぎたようだ。またの機会に――」

「っい、いえ、続けてください。お願いします」

　顔を覗き込んできたジャンが、フィオナの顔色を伺って中断を申し出てくれる。けれどフィオナはそれを断った。

　今聞かなければ、きっと後悔するだろう。

「ならば、本当に体調が思わしくないときは、きちんと仰ってください。いいですね？」

　頷くと、ジャンは先ほどの話の続きを語った。

「狼族の男は、物心が付いたころに己の体を狼に変化させることができるようになります。アロイス様の場合は少し特殊で……自分の身が命の危険に晒されたときに、狼の姿に変わるのです」

　それはアロイスが幼いころ、自分の家である王城で襲撃を受けたことがきっかけだという。命の危険に晒された体は狼の姿を取り、彼は死にものぐるいで逃げた。

　成長し、自ら剣を学んだお陰で命の危機に晒されることは少なくなったし、自分でも変化を制御する術を身に付けたので、今ではそう簡単に狼の姿になることはないのだという。

「アロイス様は何とか城から飛び出したあと、狼の姿でとにかく逃げたと言っていました。方向もわからず、ただ、遠くへ、と。そうして辿り着いたのが隣国のこの村だったそうです」

　ジャンが語る話に、どこか既視感がある。

　少しだけ形は違うけれど、それはフィオナの思い出した記憶の中にあったものと同じだった。

「そこであの方は、ひとりの娘に命を救われた。それからしばらくアロイス様はこの村に留まり、狼の姿のままで娘と、娘の母親に介抱されることになったそうです。私がやっとあの方を見つけたときには、怪我も回復し、狼の姿とは言え元気に走り回るあの方がいて、とても嬉しかったことをよく覚えています」

　少しだけ、ジャンの表情が緩んだ。

「アロイス様にとって、初恋はその娘だった。そして、あの方にとっての《つがい》もまた、その娘だったのだと、帰ってきてから気付かれた」

「つ、がい……？」

「狼族の男には、《つがい》と呼ばれる生涯にひとりだけの伴侶がいるのです。替えは利かず、その者だけを求める。――《つがい》と一緒になれなかった者は何れ狂って死ぬのだと言う話もあります」

「……っ」

　ずきん、とフィオナの胸が痛んだ。

　初恋だけならともかく、運命で決まったような相手にフィオナが勝てるはずなんてなかった。

　――だけど、どうしてジャンはこの話を自分に？

　そう思ってジャンを見ると、彼はとても優しい目でフィオナを見つめていた。

「覚えがありませんか？　まだあなたが幼くて、お母上が存命のころ、罠にかかった小さな狼を助け、手を焼いた記憶が」

「え？」

　彼の言葉に、フィオナは思わず顔をぽかんとさせた。

　アロイスがこの国にやってきたのは、兄の名代としてだったが、同時に初恋の少女を見つけるためでもある。

　この村に来たのは、その初恋の少女……自身を助けてくれた《つがい》の少女を捕まえるためで。

　そして、おかしなことにフィオナには、ジャンの言う通り、罠にかかった小さな狼を助け、世話をしていたという幼いころの記憶があった。

　朝、目を覚ましたらいつの間にか家からいなくなっていて、ひどく落ち込んだこともしっかりと覚えている。

「え……え？」

「思い出されたようですね。さすがにここまで話して記憶がないと言われたらどうしようかと思いましたが」

　頭がまだ、混乱している。――それは、つまり。

「アロイス様が探していた初恋の少女も、あの方の《つがい》も、フィオナ嬢、あなたのことです」

　思わせぶりな言葉だけなら、そんなはずがないと首を横に振ることができた。だが、ジャンの口振りからしてフィオナがアロイスの探し人であることは間違いないようだ。

　それはつまり、アロイスがこの村にわざわざ騎士としてやってきたのはフィオナを捕まえるためであり、そして今までフィオナが嫉妬していた相手は、他でもない自分だった、ということになる。

　予想外の展開に驚き、同じぐらい恥ずかしさで顔が熱くなってくる。

　こう言うときこそ前世で見ていたアロイスに関しての記憶を思い出したいところなのに、待ち望んでも頭痛はやってこない。

　俯いていたら、再びジャンの声が真剣みを帯びた。

「ここで毒の話に戻るのですが、塗られていたのは半月後に獣人のみに効く毒でした。対象の体力を奪い、怪我の治りを悪くして衰弱死させる、アロイス様にとっては猛毒とも言えるものです」

「そ、れじゃあ……」

「あの方を狙った刺客が、何故獣人にしか効かない毒を武器に仕込んでいたのか、今ではもうわかりません。ですがこのままだと傷は塞がらず、熱も下がらないままアロイス様は亡くなります」

　突きつけられた事実に、フィオナは息をすることを一瞬、忘れた。

「ですが、ひとつだけ毒を無効化させる方法がある」

「っそれってどんな……！」

「《つがい》の――アロイス様にとってはフィオナ嬢、あなたの体液を取り込むこと――それが唯一、無効化させる方法です」

　体液を取り込む――その意味をフィオナは必死に考えて、理解しようとする。

「体液って……ええと……キス、するとかですか？」

「体調が安定するまでは、口付けでもちろん構いません。ただ、それだけではとても時間がかかる。一番手早いのは……」

　首を傾げたフィオナに、ジャンは一瞬口を噤んで、それから言葉を絞り出した。

「体を交えること――性交することです」

　一瞬の静寂があってから、フィオナの顔が見る見るうちに真っ赤に染まっていく。

　冗談ではないことは、ジャンの表情を見ればわかった。

「臣下としての判断なら、あなたを無理矢理にでもアロイス様の部屋に連れて行き、そう言う行為に持ち込むべきなのでしょう。ですがきっと、あの方はそんなことは望まない。アロイス様の望まないことを、私が強いることはできない。それにきっとそんなことをしたら、私はあの方に一生恨まれるでしょう」

　一瞬、どきりとした。

「何せ、自身を狙う刺客があなたを狙っていると聞いて、苦渋の決断であなたと距離を置くことを選んだくらいですから」

　フィオナは目を見開く。自分が狙われていたなんて、まったく知らなかったからだ。

　しかし、そう言えば、と思い出す。一時期、観察するような人の視線を感じることが何度かあった。そしてそれは、アロイスがフィオナから距離を取り始めたころにぱったりと途絶えたのではなかったか。

「まあ、結局相手に隙を突かれてしまって、寝込むほどの怪我を負ってしまったわけですが」

　そう言って、ジャンは肩を竦めた。

「判断は、あなたにお任せします。例えこのままアロイス様が亡くなったとしても、私たちはあなたのことを責めることはありません」

　――ただ、願わくば。

　そのあとに続くはずだった言葉はなく、ジャンは首を横に振った。

「アロイス様はこの部屋を出てひとつ目の角を曲がった一番奥の部屋で休まれています。良ければ一度、顔を見に行ってあげてください。意識がなくとも、あなたに名前を呼ばれるだけできっとあの方は喜ばれる」

　そう言い残し、ジャンは部屋を出ていった。

　フィオナはひとりの部屋で、風が入り込んでくる窓の外をじっと見つめる。そっと目を伏せて、次に開いたときには、その碧眼に決意の色を秘めて。

　――答えは、考えるまでもなく出ていた。
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　動けないフィオナは、一日中ベッドで過ごす形になる。だが、こうして過ごすというのは、退屈で仕方なかった。

　怪我を見てくれた女性の医師が気を遣って持ってきてくれた本を読んで時間を潰す。

　朝は食欲がなくて食べられなかった食事も、昼食は少し多く食べられたし、夕食も完食こそできなかったが、食べられた。

　窓の外に、濃紺の闇が広がっている。

　まだ腕の痛みは引かないけれど、痛み止めのお陰で我慢ができないという程ではない。

　怪我をしていない方の手をベッドに突いて床に降りる。

　昼の診察のとき、医師に手伝ってもらってベッドから降りてみたのだ。だが、数日歩いていないだけなのに足が覚束なくなっていて驚いた。

　けれど、そのとき少し歩いたお陰でややスムーズに歩くことができている。

「……フィオナ嬢、いらっしゃいますか」

　扉が叩かれ、ジャンの声がする。返事をしたら、「失礼致します」とジャンが入ってきた。

「大丈夫ですか？」

　心配そうに問いかけてくる彼に、フィオナは、はい、と頷く。

　そしてフィオナはジャンに手を引かれながら、部屋を出た。






　昼食を食べたあと、フィオナはもう一度ジャンと話をした。

　呼び立てるのは申し訳ないと思ったので自分から行こうとしたのだが、医師に会いたいなら呼べばいいわよ、と言われ、ついでに呼んでくれたのだ。

　ジャンが来て、彼女は部屋を出ていく。そしてフィオナは、こうしたいのだと彼に伝えた。

『お話頂いたこと、わたしで良ければお力にならせてください。ただ、意識のないアロイス様を……お、襲う、のは、ちょっと難しいので……キ、キスから始めてもいいでしょうか』

　アロイスを助けるために自分の体を差し出すことに躊躇はなかった。

　けれど相手に意識がない中、フィオナひとりで行為を進められるかと言ったら、それは否だ。

　時間はかかるが、口付けでも体液を与えることはできる。

　その間にアロイスが目を覚ましてくれれば、一番いい。

　時間がかかりすぎると言われたら直に接触する別の方法を考えなければならなかったが、ジャンは反対どころか、わかりました、と頷き、深々と頭を下げた。

『っありがとう、ございます』

　その声が僅かに震えていたことに、フィオナは気付かないふりをした。

　日中では人の目もあるので夕食を食べ終えて落ち着いてから、ジャンが迎えに来てくれるとのことで、その約束通り、ジャンはフィオナを迎えに来てくれたのだ。

　ふたりとも口を開かないので、聞こえるのは足音だけだ。

　そして部屋を出て一番目の角を曲がると、その先にひとつ扉が見えてくる。その前に立っているのは、アロイスが着ていたものと同じ濃紺の団服を着た青年だった。

　近付いていくと、彼はジャンとフィオナに敬礼をした。

「ご苦労。……フィオナ嬢、どうぞ」

　ジャンは扉番の青年に労いの言葉を掛け、フィオナの方に居直る。静かに扉を開くと、部屋の中へフィオナを入れてくれた。

　ベッドがひとつと、タンスにテーブル、それとソファー。

　僅かな明かりに室内が照らされている。部屋には必要最低限のものしか置かれておらず、その中でひと際大きなベッドにアロイスは眠っていた。

　ベッドの傍までジャンが手を引いてくれたが、用意された椅子に腰掛けると彼は後ろへ下がる。

「私は扉の外でお待ちしています」

　ジャンはそう言って、部屋から出ていった。扉がぱたりと閉ざされる。

　フィオナは身を乗り出して、アロイスの顔を覗き込んだ。その表情は苦しげに歪み、魘されているようだ。繰り返される苦しげな呼吸が彼の辛さを物語っていた。

「……っは……はぁ……ッオナ……ふぃお、な……いく、な……」

　突然名前を呼ばれて、フィオナは驚く。アロイスは必死にフィオナの名前を呼んでいた。

　布団を強く握り締めるその手は力の入れすぎで白くなっている。手を伸ばして、白くなったその手をぎゅっと握った。

　視界が歪んでくる。胸が苦しい。ぽろぽろと涙が零れてきて、布団の上に落ちた。

「っわたしはどこにも、行きませんから……だからアロイス様、早く、起きて」

　そう言って、フィオナはアロイスの顔にくちびるを寄せた。

　熱を帯び、乾いた彼のくちびるに口付ける。

　彼を助けたくて、その一心で触れたキスは、涙の味がした。

　二度、三度と重ねていくと、少しだけアロイスの表情が和らいだように見えて、ほっとする。

　ぎゅっと彼の手を握り、一度だけアロイスの頬を撫でるとフィオナは涙を拭ってその部屋を後にした。






　それから毎日、フィオナはアロイスの元を訪れた。

　訪れて、いくつか話をして、彼に口付ける。そのたびにアロイスの呼吸が落ち着くと、フィオナは胸を撫で下ろした。

　傷口の治りも以前に比べたら順調で、フィオナの毎晩の努力は実っている。ただ、熱が下がり切らないことが気がかりだった。

　そんな日が五日、十日と続き、半月が経った日の夜のこと。

　フィオナは、今日もまたアロイスの元を訪れようとしていた。

　最初はぎこちなかった足取りも、今ではすっかり元通りだ。

　アロイスを庇って負った傷は順調に塞がっているようで、あと少しで日常生活に戻れるだろうとのことだった。

　数日前にはベンとマドリーンも見舞いに訪れてくれ、怪我をして休んだことの詫びをしたら、頑張りすぎだからゆっくり休むようにと言われてしまった。しばらく休暇を取るよう言われてしまい、言葉に甘えて少し休ませてもらっている。

　部屋を出て、すっかり行き慣れたアロイスの眠る部屋への廊下を進む。

　昨日まではジャンが付き添ってくれていたのだが、今日は急な仕事が入ってしまったということで、フィオナひとりだ。

　ひとつ目の角を曲がると、最奥がアロイスの眠る部屋になる。

　扉の前には騎士がいて、彼はフィオナの姿を目に留めると敬礼した。

　お願いします、と言う前に彼は扉を二度叩き、「どうぞ」とフィオナを中へ誘う。

「失礼致しま……す……」

　騎士が扉を叩いたことに、少し違和感を覚えてはいた。

　だが、いつもとは違う光景にフィオナは驚きで言葉が続かなかった。

　誂えてある調度品は、いつもと何も変わらない。室内の明かりが昨日までより明るいとは思うけれど、そのあとの驚きに比べたらさしたることではない。

　部屋に入ったフィオナを待っていたのは、急な仕事が入ったと言っていたジャンと、上半身をベッドから起き上がらせ、目を覚ましているアロイスの姿だった。

　まだ熱が下がり切っていない影響からか、アロイスの表情は疲れたような雰囲気を醸し出している。

　そして彼の頭には、最後に見たときにはなかった獣の耳が生えていた。

「フィ、オナ……？」

　先に名前を呼んだのは、アロイスだった。彼は驚いたようにフィオナを見つめる。

　じっと見つめ合っていたら、第三者――ジャンが咳払いをした。

「それではアロイス様、私はこれで」

「あ、ああ」

「フィオナ嬢、殿下のこと、宜しくお願い致します」

「は、はい」

　ふたりが呆気に取られている間にジャンはさっさと部屋を出ていってしまった。

　彼が出て行き、扉が閉ざされると部屋の中にふたりきりになる。

　沈黙を破り、先に口火を切ったのは、アロイスだった。

「……フィオナ」

　びくりとフィオナの肩が揺れる。戸惑ったような目を向けると、アロイスは優しい顔でフィオナを見つめていた。

「少し、話がしたいんだ。いいかな」

「は、い」

　声が少し震えた。

　近付いていったら、ベッドの横に置いてある椅子に座るよう促される。今日まで、フィオナがこの部屋に訪れるときに使用していたものだ。

　フィオナの自宅に置いてある椅子と違って、どちらかと言えば簡易ソファーと言っていい具合に柔らかい。

「それであの、アロイス殿下、お話と言うのは……」

「アロイス、と。……兄の臣下に降れば、そう呼ばれることは相応しくない」

「それは……」

「今回の使者としての仕事が終わったら、俺は王族ではなくなる。兄には国を出る前にそう話していた」

　アロイスは穏やかな顔でそう言った。

　そして一度口を閉じると、彼は強ばったような声で切り出す。

「ジャンから、俺のことを聞いたんだろう？　体のことも、どうしてこの村に来たのかも、体調のことも」

　フィオナはひとつ頷く。

「俺も、寝込んでいた間の話を聞いたよ。毎晩、来てくれていたんだって」

「……っ」

　フィオナの顔が赤くなる。……話したのは恐らくジャンだろう。

　恐る恐る俯かせていた顔を上げたら、アロイスの頭にある獣耳が揺れていた。

　まるで、嬉しそうに。

　それがけして気のせいではないことは、アロイスの顔に浮かんだ笑みが示していた。尚更恥ずかしくなって、顔に感じる熱が上がってくる。

「君にここまで想ってもらえて、嬉しかった。――だからもう、いいんだ」

「え……」

「傷を負ったのは、俺の落ち度だ。フィオナが気にするようなことじゃない」

　アロイスは穏やかな顔をして笑いながら、そう言った。

「あとのことはジャンにすべて託してある。願わくば俺が君を幸せにする男で在りたかったけど、それは厳しそうだ。俺の分まで幸せに――」

　彼の言葉を最後まで聞くことはできなかった。

　話を途中で遮るなんて良くないこととはわかっていたが、気付いたら体が動いていた。

　勢いよく立ち上がって、アロイスの着ているシャツの襟を掴む。傷を負った腕が軋んだような気がしたけれど、それはフィオナの行動を止めさせるには至らなかった。

　言葉の続きを聞きたくないと言うように彼のくちびるを塞いだ。

　フィオナの頬を涙が伝って落ちていく。

「責任、取ってくれるん、でしょう……？　なのにどうして、そんなこと言うの」

　フィオナの言葉にアロイスがはっと息を呑むのがわかった。

　彼が口を開こうとする前に、畳みかけるようにフィオナは言葉を続ける。

「あなたを助けるって決めたのは、わたしです。誰かに強制されたわけではなくて、わたしで決めたことです。好きだから、生きていて欲しい、の……っ」

　初めてきちんと気持ちを口にした。

　泣きながら笑って、彼の返事を聞く前にフィオナは再びアロイスに口付けた。
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　慣れていない口付けは拙い。ただ生きていて欲しい、元気になって欲しいという気持ちだけで何度もくちびるを触れ合わせた。

　だが、ただの口付けだけではだめで、体液を……口付けの場合は唾液を混じり合わせないといけない。

　アロイスが眠っているときは、水を口移しで与えることで一緒に流し込んでいた。

　けれど、彼が目覚めているとなると、恥ずかしくて躊躇してしまう。

　どうしようかと迷ってくちびるを離しかけると、力強く頭を抱き寄せられて、再びくちびるが重なる。

　――目覚めたばかりのはずなのに、どこにこんな力があったのだろう。

「ふぁ……んん……っ」

　舌を出すと、そのまま絡め取られる。

　くちゅくちゅと唾液が混じる淫靡な音が響いた。

　背中が思わず震えて、自分から出した舌を引っ込めてしまう。そうしたらアロイスの舌が口内に入り込んできた。

「ぁ……ん……ふぅ、っん」

　粘膜を舌で撫でられ、舌同士が絡み合うたびに、フィオナの体がびくりと跳ねる。

　気付いたらアロイスに主導権を握られ、くちびるが離れたときにはフィオナの体はすっかり熱を帯びていた。

「――フィオナ」

　掠れた、低い声がフィオナの名前を呼ぶ。

　明らかに毒で生じたものだけではない色の熱が、アロイスの目に浮かんでいる。

「もう一度、言って、さっきの言葉」

「生きていて、欲しい、の……？」

「それも嬉しかったけど、そこじゃなくて、その前」

　フィオナをじっと見つめながら、アロイスが囁いた。

　指し示された言葉を思い出したが、フィオナは言い淀む。

　先ほどは勢いで言ったけれど、改めて言うと恥ずかしかったから。

「フィオナ」

　呼ばれた名前が……見つめられる瞳が熱い。

　骨張ったアロイスの指先が、言葉を促すようにフィオナのくちびるを撫でる。

「……っす、き、です……アロイスさまのことが、すき」

　そう言ったら、アロイスの顔が一気に喜色に変わった。

　先ほどの動きより遙かに大きく、獣の耳が動く。そのかわいさにフィオナの胸がとくんとした。

　怪我をしていない方の手を引かれて、フィオナの体がベッドに乗り上げる。

「おいで」

　戸惑っていたら布団を捲りながらそう囁かれて、フィオナは顔を赤くしながらアロイスの体を跨いだ。正面から抱き寄せられて、目が合う。

「んっ……」

　優しく、くちびるを奪われる。触れるだけだったものが、少しずつ激しさを増していく。アロイスの胸元をぎゅっと掴んだら、抱擁の力が強まった気がした。

　水音が微かに響き始める。恥ずかしいのに嬉しくて、胸の高鳴りが止まらなかった。

「嬉しくて、我慢できない」

「ぁ……」

　アロイスを見上げると、艶っぽい囁きが耳元に落ちてきた。熱を含んだ瞳に見つめられて、よりいっそう胸が大きく跳ねる。

　戸惑いながらも小さく頷くと、微笑んだアロイスにまた、キスをされた。

　ゆっくりと首筋をなぞるようにキスが下りていく。

　人とあまり会わないとは言え、ネグリジェ……寝間着で歩き回るのは躊躇われて、フィオナはワンピース姿でこの部屋に通っていた。

　そのワンピースの胸元を紐解かれる。恥ずかしさを感じながらも、高ぶった体は脱がしやすいように自然とアロイスに協力していた。

　ワンピースを腰あたりまでずらされ、胸のふくらみが零れ出る。腕が露わになり、その片腕に巻かれた包帯を見て、アロイスは表情を歪ませた。獣耳まで落ち込んでいるかのように、ぺたりと折れてしまっている。

　包帯の上から優しいキスが落ちてきた。

「……ごめん」

「謝らないでください。包帯は巻いてますけど順調に治ってて、今はほとんど痛みはないんです。痛み止めも効いてますし、もうすぐ日常生活に戻れるって言われてます。だから本当に気にしないでください」

　心の底から、そう思っていた。きっとあそこで庇わずに彼を失っていたら、フィオナはずっと後悔しただろうから。

　アロイスの頬に指先を滑らせながら、笑いかける。

　フィオナの言葉にアロイスは目を見開いた。

「……ありがとう」

　今にも泣きそうな声で、フィオナの耳に囁きが落ちる。そしてこつんと額同士が触れ合った。

　至近距離で視線が交わり、直後にフィオナの頬をアロイスの指が撫でた。そっと目を閉じたら、再び口付けが落ちてくる。何度もくっつけるだけのキスを仕掛けられて、フィオナの思考が溶けていった。

　縋るように、腕をアロイスの首に伸ばした。

「は、ぁ……ん……ぁあ」

　露わになっていた胸のふくらみを揉み上げられると、甘ったるい声が零れてしまう。

　その上、アロイスは胸元に顔を寄せ、くちびるでもう片方の乳房を愛撫し始めた。ちろちろと、赤くしこった突起を舌で転がされる。

　腰を抱かれているので後退できない。背中に走る愉悦に思わずのけぞったら、アロイスに胸部を晒す形になってしまった。

「ぁんっ……アロイス、さまぁ……ひぅっ」

　胸の先端を軽く噛まれて、フィオナの体がびくんと震える。

　アロイスの頭に必死にしがみついたら、指先が彼の頭に生えた獣耳に触れた。

「っあ……アロイス、さま、あのっ」

「うん？　どうしたの、フィオナ」

「どうして、頭に耳が……生えて……っふぁ」

「ああ。身の危険を感じると狼に変わるって話、ジャンから聞いてるかな」

「っはい、聞いて、ま……んんんっ」

「フィオナからキスしてもらっていたことと、眠っていた所為で、体調は落ち着いていたんだ。でも、目が覚めたら体が毒の効果に反応して身の危険を感じた。だから手始めに耳から狼に変わってる。このまま何もしなければ、そう遠くないうちに狼の姿になるよ」

「あっ、んん……っ」

　アロイスは話しながら、胸への愛撫を止めることはない。

　ふくらみの上側、白くて柔らかい肌に吸い付いて、赤い所有印を残す。

　フィオナは翻弄されながら、アロイスから伝えられたことを必死に飲み込んだ。

「もちろん、フィオナが受け入れてくれたら、獣じゃない耳に戻る」

「ぁ……」

　アロイスの言葉が何を示すのかに気付いて、フィオナの顔が熱くなる。

「っふ、ぁ……」

　だがアロイスの言葉に赤面している間にワンピースの裾から彼の手が侵入してきて、秘部を覆っていた下着に手をかけられ、引き下ろされてしまう。露わになった秘部にアロイスの指が触れて、フィオナの思考が飛んだ。

「あ、んっ」

　直接そこを触られていたわけではないのに、秘部はすでに蜜を溢れさせている。

「は……ぁ……あぁ……っ」

　指先に蜜を纏わせながら割れ目をなぞり、蜜口に到達した指が浅いところを擦った。体が反応して震えてしまう。

　口付けよりも淫猥な水音が部屋中に反響した。

「っや、ぁ……アロイス様、見ない、で……ぇっ」

「どうして？　こんなに、可愛いのに」

　顔を上げたら、口角を上げ、その目に強い熱情を浮かべてじっとフィオナを見つめているアロイスと視線が合った。

　羞恥で、零れてくる涙が頬を伝う。

　その涙をアロイスが舌で拭う。フィオナを宥めるように、目尻にキスが落ちてきた。

「ぁ……ああっ……あ、ぁっ」

　アロイスが蜜口に挿入した中指を抜き差ししながら、親指で花芽を擦り立てた。弱いところを触れられて、フィオナは甘い悲鳴を上げてしまう。

「――そんなに声を上げたら、扉番の彼に聞こえてしまうかもしれないな」

　アロイスが楽しげに耳元でそう囁いてくる。その言葉に、フィオナはびくりと体を揺らした。

　咄嗟に扉の方を見るけれど、扉は閉ざされ、人の気配は感じ取れない。

　けれどもし、外にいる彼らに聞こえていたら。

「ぁ……やぁ……んん」

　フィオナは口を塞ごうとしたが、それより前にアロイスが自身のくちびるで彼女の口を塞いだ。

「ん……ふぅ……ん……んんん――ッ」

　同時に、蜜口を責め立てていた指が敏感なところを抉り、花芽を強く押し潰されて、フィオナは達した。

　体から力が抜けて、余韻に体が震える。

「は……ぁ……ああ……」

　収縮を繰り返す中から指を引き抜かれて、フィオナの体が反応してしまう。

　そして抜いた指に絡んだ蜜をアロイスは厭らしく舐め取った。

　恥ずかしくて、居たたまれない。そっと視線を外したら、アロイスが囁いてきた。

「ジャンが気を遣ってくれて、外には誰もいないよ」

　ご機嫌そうに耳を揺らし、笑みを浮かべるアロイスとは反対にフィオナは顔を真っ赤にする。アロイスならば扉の外の気配が消えたことに早々に気付いたはずなのだ。

「ア、ロイスさまの、いじわる」

「フィオナがあまりに可愛い反応をするからつい。……ごめんね？」

　謝りながらもアロイスの表情は楽しげだ。

　フィオナは口付けを落とされながら、どれだけ恥ずかしかったかをどう伝えようか考えていると、密着した下肢に何か硬いものが触れていることに気付く。

　それがスラックスの下で勃ち上がったアロイスの雄芯だということに気付いて、悪戯心が芽生えた。するりと、彼の首に回していた片腕を離す。

「フィオナ？」

　アロイスが首を傾げる。

　返事をせずに、フィオナはスラックス越しに屹立した雄芯を撫でてみた。触るのは初めてだから、どう触れればいいのかわからず、指を押し付けるように触れる。

　だがその途端、アロイスの表情から余裕が消えた。

　歪んだ彼の表情に優越感を感じていたけれど、次の瞬間、アロイスはとても不敵な笑みを浮かべて、フィオナを見つめてくる。

「……フィオナ？」

　先ほどの疑問符を浮かべた名前の呼び方とは、少しトーンが違った。

　あ、とフィオナが思ったときにはもう遅く、アロイスはフィオナを抱え直し、胸元に顔を埋めてきた。柔肌に赤い印を残し、アロイスは胸の突起を口に含む。舌で舐められ、甘噛みされて、フィオナの体に再び快楽の火が灯る。

「ん……ぁ、あっ」

　それだけでは終わらず、達したばかりの秘部に指を埋めてきて、一度達して敏感になっているフィオナの中を擦り上げた。

　アロイスの長い指が抜き差しされるたびに、水音が激しくなっていく。本数がいつの間にか増え、二本の指で中を攪拌される。手のひらが花芽に当たって、それも快感にさせられた。

「あ……ぁあ……っ」

　弱いところを同時に責められて、フィオナはただアロイスにしがみついた。

　腰が自然と揺れて、中を擦るアロイスの指をもっともっととくわえ込もうとする。

「ぁん……っあ……だめ、またぁ……っ」

　目の前がちかちかと点滅する。何も考えられない。

　先ほど上った場所へと、再び飛んでいきそうな予感がした。

「あっ……やぁっ……ぁ、ああ……！」

　胸の先端をかじられ、先ほどよりも激しい手の動きにフィオナの体は再び絶頂へと上った。新たな蜜が溢れ出て腿を伝い、アロイスの穿いているスラックスを濡らす。

　崩れ落ちたフィオナの体をアロイスが抱き留めてくれる。

「――フィオナ、ごめん。意地悪が過ぎた」

　しばらくして、口を開いたアロイスは気まずそうにそう言ってきた。フィオナは首を左右に振って、彼を見上げる。

「わたしも、ごめん……なさい……」

　顔を見合わせて、ふたりで謝り合う。アロイスはフィオナを抱き締めて、顔中にキスの雨を降らせてくれる。

「あの……アロイス、さま」

　アロイスを見つめながら名前を呼ぶ。熱っぽい瞳をひた隠しにしながら、優しく微笑む彼にフィオナの胸が高鳴った。

「……続きして、くださ、い」

　願う声が震える。見上げたアロイスは、目を見開いていた。

　もちろん一番は彼の体から毒を解毒して、早く元気になってもらうためだ。

　だが、ここまで高ぶらされた体が更なる熱を求めているのも事実だった。

「……はあ」

　少しの沈黙ののち、アロイスがひとつ、息を吐いた。

　びくりとフィオナは肩を揺らす。

　呆れられたかと思ったけれど、アロイスはぎゅっとフィオナを抱き締めてきた。

「フィオナ」

　呼ばれた名前の声の低さに、声に込められた熱に、どきどきした。

「続き、しても、いいかな」

「は、い」

　返事をしたら、一度抱擁を解かれてキスをされた。闇夜のような黒い瞳が、熱情で揺れている。

　アロイスは着ていたシャツを脱ぎ捨てると、ベッド脇のローテーブルに放り投げた。

　逞しい、鍛え上げられた体に見惚れていたら、アロイスはフィオナに手を伸ばしてきて、彼女の乱れたワンピースをはぎ取ってしまう。生まれたままの姿になり、フィオナはひどく落ち着かない。

　そしてアロイスは自身のスラックスに手をかけ、寛げた。

　彼の綺麗な顔立ちとは正反対なグロテスクなものが飛び出てきて、フィオナは息を呑んだ。見たのは初めてではない。けれど、前回見たときよりも、質量が増しているような気がする。

「……っ」

　一度受け入れていることは身を持ってわかっている。だが、少しだけ不安があって、フィオナは瞳を揺らしてアロイスを見つめた。

「どうしても無理だったら言って。……頑張って、我慢するから」

　頷いたら、キスが降ってきた。

「フィオナ、体勢を変えよう。おいで」

　アロイスがベッドから起き上がり、フィオナを横にさせようとする。

　だが、フィオナは体勢を変えようとしたアロイスの腰に、意を決してそのまま体を下ろした。

「フィオナ……？」

「わたしがする、ので……その、やり方、教えてくださ、い」

　アロイスが目をぱちくりと瞬かせる。

　勇気を出してはみたものの、ひどく、恥ずかしい。

　だけれど、傷は治りかけていて薬のお陰で痛みも落ち着いているフィオナと違って、アロイスの傷口は塞がりかけているとは言え、熱は下がり切っていない。

　今のままでも十分無理をさせている気がするが、これ以上、無茶をして欲しくはなかった。

「……ん、わかった」

　少し考え込んだのち、アロイスは承諾してくれて、フィオナは胸を撫で下ろす。

　腰を掴まれ、アロイスの言葉通りに位置を調整する。

「ぁ、あぁ……」

　腰を浮かせたら、秘部を彼のそそり立った雄芯が擦った。

　達した体は敏感に快楽を拾う。くちゅり、と淫猥な水音が耳を掠めていった。

「腰、下ろしてみて」

　アロイスが腰を固定したところで、フィオナは体を下ろした。

「ん……っ」

　先ほど散々かき混ぜられた蜜口に、先端がめり込んだ。

　隘路に大きくて硬く、熱いものが入り込んでいく。やはり少し、異物感があった。息を大きく吸いながら、フィオナはゆっくりと腰を下ろしていく。

「ふ……んんっ……」

　――あと、ちょっと……

　しかし途中まで挿入したところで、先にアロイスが限界を迎えた。

　目の前で愛おしい人が、腰に跨がり、胸を揺らして淫らに吐息を零しながら必死に挿入している。それはあまりにも、彼の理性を壊すには十分な景色だったようだ。

「……ぁっ、あっあ！」

　フィオナの腰をがっちりと掴み、押さえつけた。内壁がひくつきながら、アロイスの雄芯を一気に飲み込む。フィオナの脳天に衝撃が走って、体が大きく跳ねた。

「……フィオナ」

「っや、だめ……っ……あっ、ぁんっ……ふぁッ……」

　色っぽい声で名前を呼ばれたかと思ったら、腰を揺さぶられた。

　自分の重みの所為か、お腹の最奥までアロイスのもので満たされている。そんな状況で、下から突き上げられたら、たまらなかった。
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「あぁ……っあっ……あん……っ」

　口角を持ち上げて、獣耳を揺らして。つい先日まで意識がなかったとは思えないぐらいの元気さで、アロイスは楽しそうにフィオナを責め立てる。

　無防備な胸元に爪を立て、先端の蕾を擦り、フィオナにさらなる快楽をもたらす。

「自分で腰を揺らして……そんなに気持ちいいの、フィオナ？」

「っち、がう……の……っ」

　腰が動いてしまっていることには気付いていた。けれど肯定するのが恥ずかしくて、フィオナは顔を真っ赤にしながら首を横に振る。

　フィオナの傷に配慮してくれているのか、アロイスは乱暴に行為を進めることはしなかった。ゆるゆると官能を高めるように、腰を揺すられる。

「……フィオナ、愛してるよ」

「ふぁ……ぁ……ぅんっ……わたしも、愛して、ま、す……っ」

　囁かれた愛の言葉にこくこくと頷くと、くちびるを塞がれる。

　名前を呼ばれると、フィオナの胸が幸せで満たされ、涙が溢れてきた。

「ぁ……あっ……ぁあっ……ぁんっ……んん――っ」

　最奥を突き上げられ、高まっていた熱が弾ける。フィオナはアロイスにしがみつきながら達した。

「は……ッ」

　アロイスが腰を強く押しつけ、熱くうねるフィオナの中へと白濁を注ぎ込んだ。

　びくびくとフィオナの体が絶頂の余韻で震え、体勢を保てずに崩れ落ちた。

　そんな彼女をアロイスが抱き寄せる。

　フィオナの呼吸が落ち着くのを待ちながら、アロイスはフィオナの顔に何度もキスを降らせた。

「……ありがとう。小さな、獣だった俺を助けてくれて」

　耳元に、優しいそんな囁きが落ちた。まだ頭はぼんやりしていたけれど、その言葉は、はっきりと聞こえた。

　腰を掴んでいた手が背中に回り、強く抱き締めながら落ちてきた言葉に、フィオナは笑みを浮かべながら小さく頷く。






　ふたりはしばらくそうやって抱き合っていた――のだけれど。

　つい興味本位でアロイスの獣耳を刺激してしまったことで彼の熱情を呼び起こしてしまい、フィオナは再び貪られることになるのだった。

















エピローグ












　ふたりが心身ともに結ばれてから数日後。

　アロイスの体は、驚くぐらいに快方に向かっていた。驚異的な回復力で翌日にはベッドから起き上がり、翌々日には体が訛ってしまったからと筋力トレーニングに勤しんでいて、病み上がりであることを忘れるほどだった。

　フィオナの怪我もまた、順調に塞がり、日常生活に戻ろうとしていた。

　そんな彼女の元に、アロイス、そして、母が亡くなったときに世話になった母の古い知り合いの男が訪れてきた。

　そしてフィオナは自らの出自について、彼らから驚きの話を聞かされることになる。

　アロイスはまず、彼が隣国ルヴィエ国――アロイスの国だ――で商会を営んでいる伯爵家の現当主であり、有名な作家であることをフィオナに話してくれた。

　その名前は王都から離れたこの村で生まれ育ったフィオナでも知っているような名前で、フィオナの母が好きだと言って、何度も繰り返し読んでいた本の作者でもあった。

　そのことを告げると、彼は切なげに、けれど優しく表情を綻ばせる。

　アロイスは、さらに言葉を続けた。

　彼は元々この国の生まれであり、今の地位は養子縁組をした際に手に入れたのだという。

　そして今ではもう縁を切ってはいるが、フィオナの母が奉公に行っていた家の息子なのだと話してくれた。フィオナの胸が、どくんと、跳ねる。

「――彼は、君の父親だ、フィオナ」

　気付いたらフィオナは膝の上でぎゅっと、手のひらを握り締めていた。

　その可能性を考えなかったわけではなかったからだ。

　母は自らの出自を語らなかった。だが、ふとしたときの仕草がまるで貴族の令嬢を思わせるようなもので、フィオナはもしかしたらと思っていたのだ。

　結局聞けなかったけれど、男が父親であると言うのなら、母が彼の本をあんなにも愛していた理由にも納得がいく。母が彼の本を手にしているときの表情は、まるで恋をする乙女のようだった。ただ好きな《作家》に向けるには情熱が籠っていて。

『お母さんはね、この作家さんが大好きなのよ』

　そう言って母は愛おしげに、そして切なく笑っていた。

　それに母の葬儀のための資金だってそうだ。

　いくら昔、母に世話になったからと言って、少なくはない葬儀代を払う理由にはならない。

　だが、彼はその費用もすべて出すと言っただけでなく、始めはフィオナの生活費まで出そうとしてきた。もちろん断ったけれど断りきれず、ベンとマドリーンも彼の口の上手さに勝てなかったこともあり、毎月彼からフィオナひとりが生活するには大きすぎる額を渡されていた。

　手を付けずに残していたのだが、そこまでしてくれたのも彼が父親だと言うのなら腑に落ちる。

　そして、フィオナは生まれたときから黒髪に碧眼だった。けれど母は黒髪ではあったけれど目の色は琥珀色。対して父だという目の前の男は、赤混じりの茶髪にフィオナの瞳とそっくりな碧眼である。――既視感を覚えていたのは、どうやら自分の目の色と似ていたからだったらしい。

　何よりフィオナを見つめる男の視線には戸惑いと優しさが含まれていた。それは前世に、フィオナが《父親》と呼んだ存在に向けられていた家族の情そのものだ。

　今まで父親だと名乗らなかったのは、今更どんな顔をしてそのことを伝えればいいのかわからなかったからだと言った。

「今までに父親とも名乗れず、親らしいことは何もしてあげられなかった。だから最後ぐらいはせめて、嫁に行く娘の隣に立たせてくれないだろうか」

　頼む、と男――父だと言うその人は、フィオナに頭を下げた。

　正直言うと、フィオナの心の中は驚きと戸惑いでいっぱいだ。だが、頭を上げてもらった父、だというその人の瞳に自分と同じ色を改めて見たとき、すとん、と胸の中に落ちていくものがあった。

「……あなたのことを父だと、本当の意味で呼べるまでには少し時間がかかると思います。それでも、わたしのことを娘だと言って、くれますか」

「っ当たり前だろう。君は正真正銘、彼女と、僕の娘だ」

　その言葉で、フィオナの心は決まった。アロイスに視線を向けると、彼は微笑んでいた。

「これから宜しくお願いします、……お父さん」

　そう言って頭を下げたら、男は――父は、今にも泣きそうな顔で笑った。
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　話は順調に進んだが、アロイスの元へ正式に嫁ぐには長年住んでいた家を――この村を出なければいけなかった。

　ベンとマドリーンには、母が存命中からとても良くしてもらっている。

　閉店後に時間を取ってもらい、月が代わったらアロイスと一緒に隣国へ行くことを伝えた。それまでは以前と同じように世話になりたいことを伝えると、「そうかい」と少し寂しそうな声が返ってくる。

　アロイスと村を出る日までお世話になり、出立の日、「元気でやれよ」とベンからはフィオナの大好きなパンの入った袋をもらい、マドリーンは僅かに涙を浮かべながら、彼女特製のジャムの入った小瓶を渡してくれた。

　その場ではマドリーンを宥めていたものの、彼らと別れた途端にフィオナの目からは止めどなく涙が溢れてくる。ぼろぼろと静かに泣く間、アロイスはずっと傍にいて、フィオナを抱き締めてくれていた。

　母の墓は、相談した結果この村に残しておくことになった。

　この村に残っていれば、フィオナはいつでも帰ってくることができるし、何より父が、

「貴族のしがらみに彼女を縛り付けるのはもう嫌なんだ。彼女はこの村で眠っていた方が、きっと幸せだろう」

　と、そう言ったから。

　フィオナが思っていた以上に父は母のことを想ってくれていたようだ。そのことがとてもが嬉しかった。

　アロイスの母国へとやってきたフィオナは、正式に伯爵家当主である父の娘となり、伯爵令嬢になった。

　そのあたりもアロイスの計算の上だったようで、もしフィオナが父の申し出を断っていても、縁のある貴族の家と養子縁組をさせるつもりだったようだ。

「例え俺が王族ではなくなっても、あのままだとフィオナは貴族ではない自分は俺に相応しくないと言い出しそうだったから、その前に逃げ道を塞がないとなと思って」

　口付けられながらそう言われて、フィオナはアロイスの手の中だったことを知る。

　――そのあとフィオナの耳に聞こえてきた、《監禁して》とか《抱き潰して》だとか、《孕まさせてしまえば》というアロイスには似合わない物騒な言葉は聞かないふりをした。

　そして、第二王子アロイスが婚約したという話は社交界を賑やかせた。

　その相手であるフィオナが元々は庶民として育った娘であると言うことはすぐに知られ、陰口を言われたり、嫌がらせをされたりしたこともあったが、それも今では落ち着いている。

　と言っても嫌がらせを受けていたことはともかく、陰口を吹聴されていたことはほとんど人伝いに聞いた話ばかりだった。

　貴族の教養を叩きこまれ、その勉強で忙しくて、それどころではなかったのだ。

　前世の知識とこの世界で生きてきた十九年で一般教養は同年代より多く身についているつもりだが、貴族となればそうはいかない。

　一からマナーを叩き込まれて、毎日へとへとになりながら眠る日々が続いた。

　ただ幸いだったのは、母がフィオナの幼いころに遊び交じりに教えた貴族の基本マナーが生きたことだろう。勉強となると簡単に頭に入らないのに、遊びで習ったことは体が覚えていて、そのお陰で及第点をもらえたことが何度もあった。

　アロイスは話していたように国に戻ってきてから正式に王族の籍を抜けた。そして兄の臣下となり、新たに地位を授けられ、「侯爵」となった。それでもやることは今までとほとんど変わらないらしい。

　一度彼の兄である現国王に面会が叶ったことがあったが、アロイスのことを弟として、家族として大切にしていて、アロイスが曲がらずに真っ直ぐ育ったのはこの人の影響があるのだろうなと思った。

　初めから好意的だったのでその理由を聞いたら、アロイスは幼少時から将来自分はフィオナという娘を妻にもらうのだと兄に話していたらしい。

『まさか初恋を叶えてしまうとは思わなかったがな』

　そう言って微笑ましいことを語るように話してくれたが、フィオナとしては恥ずかしくて仕方がなかった。

　そのアロイス本人と言えば、王の補佐だったり騎士団の統率だったりと多忙な中、時間を作ってフィオナに会いに来てくれている。

　一緒に過ごす中で一度、きちんとした狼姿の彼を見せてもらったことがある。身に危険を感じなければ見ることができないので、アロイスは一時的に感覚を麻痺させる薬を服薬して、狼の姿になってくれた。

　狼の姿を見たくないかと聞かれたら見たいけれど、そこまでするならいいと最初は断ったのだけれど、フィオナにはすべて知っていて欲しいからと丸め込まれてしまった。

　彼の髪と同じ眩いぐらいの金毛に、闇夜のような漆黒の瞳。――美しい狼がそこにいた。

　だが、そこには確かに昔助けた子狼の面影がある。

　彼を庇い怪我をして意識を失う直前に見た獣――狼も彼だったのだろう。その話をしたら、小さく彼が鳴いて擦り寄ってきた。

　その体はとても温かく、気付いたらその体を思いっきり抱き締めていた。あとで人間に戻ったアロイスに聞いた話によると、あのときの狼化は気が立っていたので、怖がらせなかったか心配に思っていたらしい。

　驚きはしたけれど怖くはなかったとフィオナが言ったら、今度はアロイスに思いっきり抱き締められて、キスの雨を受けた。






　そして、アロイスとフィオナの想いが通じて一年後の今日、ふたりは婚約者期間を経て、正式に結婚する。

　今にも泣き出しそうな顔の父の腕を取って、フィオナはヴァージンロードを歩く。

　進んだ先ではアロイスが待っていて、微笑みかけてくれた。

　その隣にそっと肩を並べる。

　――フィオナにとって、アロイス・ルヴィエの第一印象は、物語のキャラクターだった。それが好きな人に代わり、婚約者になり、そして今日から夫になる。

　けれどそれはけして、誰かに決められたものではない。

　アロイスの手を取ることを選んだのはフィオナ自身。後悔は、きっとしない。

　彼の隣で、何度も繰り返して練習した誓いの言葉を口にする。

「――それでは誓いの口付けを」

　儀式が滞りなく進み、神父が次の項目を読み上げた。

　アロイスと向き合い、ベールを持ち上げられると、レース越しだった彼の姿が鮮明になる。

　着慣れているという濃紺の軍服と違い、今日の格好は騎士団の正装である白い軍服だ。

　普段の格好も素敵だけれど、いつもと違う今日の雰囲気も格好良くて、フィオナの胸はときめいた。

　端整な顔が近付いてきて、フィオナはそっと瞼を伏せる。

　くちびるが重なり、触れるだけの口付けをされた。

「これでふたりは夫婦となりました――」

　祝福の鐘の音と、拍手の音が教会中に響き渡る。

「必ず、幸せにする」

　くちびるが離され、至近距離でアロイスが囁く。

「ならわたしは……アロイス様を幸せにします」

　負けじとそう呟いたら、アロイスは目を瞬かせたあと、破顔した。

「本当に、フィオナには敵わない」

　そう言ってアロイスはフィオナに微笑みかける。視線が交わって、フィオナも釣られて笑みを返す。

　そしてどちらからともなく、二度目の誓いのキスを交わしたのだった。







ｆｉｎ．
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